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コンピュ一夕とコミュニケーションの融合 《C&C》 にもとづ き、最新のアーキテクチャを駆使 し、数
々の先進技術を採用 して時代の 多様 なニーズに応えていまする

NECが 世界に誇 る通 信技 術や電 子 デバ

イス技術 に、最 新 のアー キテクチャを駆使

した世 界最 高速 の スー パ ーコンピュー タ

《SX-2》 。ここで実 証 した先進 技術 の もと、

多彩 な機 能 と柔軟 性 のあるソフトウェアを

備えたNECコ ンピュー タは、それ ぞれ優 れ

た性 能 が 高 く評 価 され、さまざまな分 野で

今 日も重 要な働 きをしています。

●世 界 最 高速 の スーパ ーコンピュータ

SX・i、SX・2

●最 先端技術 を駆使 した汎 用コンピュータ

● 多彩な複合 機 能のOAオ フィスコンピュータ ●OA複 合 機 能 の オ フィス ター ミナ ル

NECシ ステ ム20/18、50/スrパL-8、50/38、N6300モ デル55

100/48、100/45」00/85、150/55、150/75●OAの 先 端 で 活 躍 するターミナル

●先 進 の16ビ ッ トパ ー ソナル コン ピュー タ

PC-100シ リー ズ 、P(>9801E、PC-9801

PC-9801F、N5200モ7'Jレ05

■洗 練 の8ビ ッ トパ ーソナル コンピュー タ

PC-2000シ リー ズ 、PC-6001mkII、

PC-6600シ リーズ 、PC-8001mkll、

PC-8200シ リー ズ 、PC-880〔 ㎞kII

●分 散 処 理 専 用 コンピュー タの エ ース

N4700分 散 処 理 シ ステ ム

●32ビ ットの スー パ ー ミニコンピュータ

NECMSI20/140/190

ACOSシ ステム250/410/350/430/450/550/● 低 価 格 の 高 性 能 ミニ コン

650/750/850/950/1000(中 ・小型一一超大型)NECMS8モ デ ル5

インテリジェントターミナル

デ一夕エントリター ミナル

業種 別 専 用 ターミナル

業務 別 専 用 ターミナル

●世 界 初、音声 日本 語ワードプロセッサ

文豪VWP-103Nモ デル2

●OAの 日用 品、日本 語 ワードプロセッサ

文豪NWP-8N/13Nモ デル2/20N

●OAシ ステムを包含 した

分 散処 理 ネットワーク体 系 《DINA》

G&C光 ネットワークシステム

C&Cネ ットワーク構成 機 器

C&Cネ ットワークソフトウェア

2VECコ ンピュータ
日本電気株式会社
お 問 合せ は:情 報 処 理 ・宣 伝

TEL(03)454-1111(大 代 表)



JSDは 幅広い=一 ズにお応えします。
〈営 業 内 容 〉

● コ ンサ ル テ ー シ ョン ● シ ス テ ム 開発

● 調 査 研 究 ● ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ販 売

ぐ べ

JSDは ソ フ トウ エア の メ イ ン テ ナ ン ス の 対 話 型 支 援 環

境 に挑 戦 して い ま す 一 ソ フ トウ ェア保 守技術 開発計 画 －

JSDは 中 小 企 業 向 け 小 規 模 シ ス テ ム 生 成 の た め の 開 発

支 援 シ ス テ ム を 開 発 して い ます 。
一中小企 業 向 け電子計 算機利 用技術 開発計画 －

JSDは ソ フ トウ エア の 先 端 技 術 の 研 究 開 発 に も 努 力 し

て い ま す
一 ソ フ トウ ェア ・エ ンジ ニア リングに関 す る調 査研 究 －

JSDは ソ フ トウ エア ・プ ロ フ エ ツシ ヨナ ル の た め の 種

々 の 開 発 支 援 シ ス テ ム を 作 り上 げ ま した

一 ソフ トウ ェア生 産技術 開発計画 －

JSDは 画 像 処 理 サ ブ ル ー チ ン ・パ ッケ ー ジ(SPIDER)

を 広 く一 般 へ 普 及 して い ます 一スパ イダ一 一

、

」5D轍 ㌶鱗≧§



情報化社会を生きる
ビジネスマンのためのコンピューター誌

きぬハ 　　へが ぴダ　 ぐ　ゆ　　 ジ　 　 ゆ

瓢 毅》欝羅曜麟蒜
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〔本 誌 の 仕 様 〕

◆A4変 型 判,通 常 号36ペ ー ジ

◆毎 週 月曜 日発 行

◆購 読 料1年 購 読(52冊)15,000円

半 年 購 読(26冊)8,000円

毎週,最 新情報をお手元まで
海 外18カ 国,48誌 と の ニ ュ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク
一 一ー一 一■一 一一 一一 一■一 一一● 一一 ■一 一ー一 一

● 豊 富 な 話 題

「競 合 の 場 に立 ったATTと1B

M」,「 汎 用 超 大 型機 の科 学計 算

能 力 を測 るIBM3081Kと

国産 機 の 比較 」,「オ フ コンに も

新 世代 ソフ ト」,「急 ピッチで進 む

パ ソコ ン利 用」,「シ ンコム の新

世 代 システム ・ソフ トウ ェア"TI

S"は87年 まで に在 来DBMSを

陳腐 化 」,「書類 ・図 面 などの保
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管 用 フ ァイル と して光 デ ィス ク装 置,脚 光 を浴 び る」,「パ ソ コンが

オ フィス に入 って きた 」,「簡 易言 語 を強化 した国産 勢 のIBM5550対

抗機 」,「人気 高 まるパ ソコ ンの デ ー タベ ー ス 」,「日本IBMが 筑波

大 学 とCAI共 同 開発 へ」,「丸紅,米 社 の 情報 通信 システムの輸 入販

売 開始 」 な ど,.毎 週 待 ち遠 し くな る記 事 で い っぱい です。

〆ぷP舗

〆1

コンピューターサイトで直接仕事に従事され

ておられる方々だけでなく広く企業の調査,

企画に携わっておられる方々にも気楽に読ん

でいただけるよう誌面構成にも工夫をこらし

ている週刊コンピューターワール ド。まず,

見本誌にてお確かめください。下記見本誌請

求券をお送りいただければ,お 手元まで見本

誌をお送りいたします。お早 くどうぞ。

● お 勧 め し ま す

コン ピュー ター に関す る ホ ッ トな情 報

を必要 としてい る方 々に本誌 をお勧 め

いた します。 エ ン ジニ アの 方 は もとよ

り,シ ステ ム購 入担 当者,ト ップ マ ネ

ジメ ン トまでを対 象 とす る100万 人の

方 々の ための コン ピュー ターマ ガ ジン

が週 刊 コ ンピュー ター ワール ドで す。

ノ 唱

う と・

、、

,、 ノ 、 一

,捧
◆85判

◆定価480円

◆年ぎめ購読i料5/6◎円(送 料とも)

,
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対
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《全国の書店で発亮中》

株式会社コン ピュー ター ワール ド・ジ ャパ ン

〒104東 京都 中央区新富1-7-4阪 和 ビル別館03(551)3882

「蘇罫
1請 求券
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高度情 報化

社会への対応

EDPユ ーザー団体連合会会長

(株)日本橋倉庫常務取締役

瀬 野 千 代 松

・`111‖lll日問llll・・1|伽川llllllrll11旧ll川tt川111・'`IIIIIIII・川IU)b・ll`1111pi・ll刷|pl

情報革命 の幕 開け

朝,目 を さま して新聞に 目を通す時,キ ャプテ

ン,通 信衛星,文 字多重放送,放 送衛星,INS,

CATV,LAN,VAN等 の ニューメデ ィアを

媒体 とす る情報革新の記事が連 日の よ うに掲 載 さ

れてい る。

昨年は国際連合が定めた 「世界 コ ミュニケー シ

ョン年」であ った。既に地球の赤道上空には各国

の通信衛星や放送衛星が打ち上げ られて運用 され

てお り,ま た海底に も新たな高度通信回線が敷設

され始め て,先 進国 といわず発展途上国のすみず

み まで コミュニケーシ ョン分野 の格差の是正や,

デ ータ流通の問題につ いて国際協力の推進を課題

として.多 種 多様 な情報通信 ネ ッ トワークが構築

され ようとしてい る。

わ が国 においては先端技術の急速 な進歩に よっ

て,エ レク トロニ クス技術 と通信技術 の融合に よ

り,ニ ューメデ ィアを核 とす る情 報 化の新 局 面

が,こ れ まで とは質的 に異 なった変容を遂げ よ う

としている。

新展開に入 った情報化社会

最近 におけ るエ レク トロニ クスを中心 とす る技

術 の進歩は著 しく,特 に半導体 の技術 の進歩は大

幅な コス トダ ウンを もたら し,コ ンピュータは さ

らに小型化.低 価格化.高 性能化へ と進展 してい

る。各業界に おいては コンピュータを光 ファイバ

ーや通信衛星 と結合 して従来 の情報処理 の目的か

ら今後は情報価値 の創 出へ と,新 しい情報化社会

を 目ざ してシステムの再構築に の り出 してい る。

文 字 多 重 放 送,キ ャプテンシス テム,さ らに

INSの 実 験開始等高度な情報化社会へ と展開 さ

れつつ あるが,ま だまだ未知 の世界が多 く,明 確

な未来像 の持 ち合せば ない。 しか しニューメデ ィ

アが企業 内に新 しい問題意識 を植 え付け、現在各

企業 においてはニ ューメデ ィアを販売促進 の手段

として,ま た情報 の提供 あるいはPRの 手段 とし

て,い か に使 い こな してい くか に強 い関心が集 っ



てお り,ま たニューメデ ィアに関連 して,こ の分

野に新しいビジネスチャンスを見い出そうと着実

な対応を見せている。この新 しいメディアを有効

活用する為にはソフト開発が必要であるが,現 状

はニューメデ ィアに対するハー ド面の表面的情報

のみが先行 して,ソ フ ト面の対応は遅れがちであ

る。 ソフト開 発には時 間 がかかるものであるか

ら,本 格的な実用化は4～5年 先 と想定される。

したがって今から5年 先位を見越 して ソフト開発

の準備にとりかかる必要がある。

競争の激化とその対応

情報化社会とは,必 要 とする人に,必 要 とする

時に,必 要な情報を提供するところに特色を有す

る。その為には一方通行の情報では目的を達成す

ることはできない。各種金融機関,ク レジット業

界,流 通業界,情 報関連業界では新情報システム

の確立や新 ビジネスの新展開を目ざして,CAT

V,エ レクトロニック・バ ンキング,VAN,I

NS等 付加価値通信網を利用 して,OA,HA,

FA,電 子メールなど新サービスの実用化に向け

てシステムの構築を急ぎ,一 部においてはすでに

サービスを開始 しているところもある。

情報の提供サービスは均一化から個性を生み出

す必要があ り,何に よって自社企業の特徴を出 し,

顧客に対 していかなる自社特有の情報を提供する

ことができるかが競争原理 となる。これからの主

役はメデ ィアを提供する側でなく,メ ディアを使

って情報そのものを提供する側 となる。メデ ィア

の組み合せによって情報を処理 し,豊 富なデータ

から,何 時でも何処からでも安価な情報を伝える

ことが必要であり,その為には情報の企画,収 集,

編集,加工が重要な位置をしめるが,この分野につ

いてはこれからも人間の頭でつ くり出す以外に手

段方法はないのである。ニューメデ ィアの新 しい

技術をいかに活用するかは人間であ り,市 場のニ

ーズに とり残されない為にはよりよい情報づ くり

に努めなければならない。ニューメデ ィアの時代

3

といえども,い やニューメディアの時代こそ,そ

の企業に働 く人の能力が問われることになるので

ある。今後の企業戦略と対応はいかに して知的生

産性を高めるかに重点をおかなければならない。

システム監査の確立

高度情報化社会,ソ フ ト社会は今まで予想 もし

なかった大きな変化を産業界にもたらすと共に,

反面,事 故を含めた新しいできごとが次々と起っ

てくることも予測され,そ れに対応する準備を怠

ってはならない。即ち,特定の機関に個人情報が集

積する可能性,ま た大量情報の流通変動に対する

安全対策の確立がこれからの関心事であ り,い や

緊急の課題でもある。昭和58年 度の 警 察 白書で

は,コ ンピュータ運用管理のずさんさを突いた コ

ンピュータ犯罪の急増が とりあげられている。ま

た最近の新聞テレビにおいても,オ フコン脱税と

か,米 国における少年 コンピュータ犯行,ま た最近

おきたところのオンライン事故の例として,金 融

機関における新 しいプログラムを入れ替えた際に

プログラムミスの為におきた,オ ンライン・システ

ムが長時間にわた りダウンした事故が発生 してお

り,そ の金融機関には専任のシステム監査人を置

いていたといわれているが,一 人の為に開発のテ

ス トチェヅクには権限が及ばなかったといわれて

いる。先端技術の進歩 と共にシステムはますます

大規模化 してくるので,小 さな ミスといえども大

きな事故につながる危険性は高まる一方である。

システム監査の専任者をおいている企業はまだ少

いがシステム監査制度の必要感とその運用につい

ての重要性はこれから益々高まるものと考えられ

る。昨年11月30日 産業構造審議会の情報産業部会

コンピュータ ・セキュリテ ィ対策小委員会の中間

報告として,電 算機の安全対策の為に 「システム

監査」導入の提言がなされた新聞報導に接 し,シ

ステム監査の必要性の啓蒙に努力してきたEDP

ユーザ団体連合会の一員 として喜びにたえない次

第である。
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特 集

ぽ シシ

ニ ユ ー メ ア イ アの課題

プーズ ・アレン&ハ ミル トン社筆頭副社長

八 一 ベ イ ・L・ ポ ペ ル

＼、1/旦
1'HEST『M冒EG‖C

奪 匂
「cc梱㈱'r懸
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(・の特鮒 調 欄 化朋 「惰靴 国際騨 討蜘 ・噸 徽 の要旨をまとめたものです)
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(12)=イ ン フ ォ メ ー シ ョン ・

イ ン ダ ス ト リー の 定 義

全世界的な課題 にな りつつあ るニ ュー メデ ィア

について,米 国内のデータを中心 に話 を進 めてい

きたい と思い ます。また,日 本や 欧州につ いて も同

じレベルで考察す る価値がある と考 えています。

私 は,ア メ リカのブーズ ・ア レン ・エ ン ド・ハ

ミル トン社 で,イ ンフ ォメーシ ョン ・イ ンダス ト

リーを担 当 してい ます。 ブ社では,500～600人

の専 門家 が,国 防 省や航空宇宙局,そ の他の団体

と緊密 な関係 を持 って,か な り広範に ニューメデ

ィア及び コ ミュニケーシ ョン ・エ ンジニア リング

関連 の開発活動を行 ってい ます。 これか らの話で

使 うデータの多 くは,同 社 と同社におけ る私の総

合的 な経験に もとつ くものです。

まず,私 の担当 してい るインフ ォメーシ ョン ・

インダス トリーの定義か らお話 ししまし ょう。

われわれは,イ ンフォメーシ ョン ・イ ンダス ト

リーを(12)と い う略語で表わ してい ます。(12)

は,イ ンフすメーシ ョン ・イ ンダス トリーを簡 単

に説明す るわれわれの1つ のシ ンボルです。

(12)を 定義 します と,情 報 を生産 する ビジネ

ス,そ の情報をサー ビス として提供す る ビ ジ ネ

ス,そ の情報を処理 す る設備 を提 供する

ビジネス とい うことができ ます。情報 を

処理す る設備には,ハ ー ドウエア,コ ミ

ュニケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク,ゼ ネ リ

ックな コ ミュニケ ーシ ョン ・ネ ットワー

ク等 も含 まれ ます。 ・

そ うします と,こ うい った産業の生産

物 を,右 図の よ うなグ ラフに入れ る こと

ができます。左 側の枠には,組 織 のア ウ

トプ ットの内容,設 備,そ の下 には,そ

のア ウプ ットが一つ の製品な のか,ま た

は継続的 なサー ビスか とい うことが書か

れ ています。 こ うい った フ レームワークを作 ると

(12)の 各 分野を 明確に見 ることがで きます。

左下のFACILITIES,PRODUCT

に は,い わゆ るOA機 器,コ ンピュー タ,電 気通

信設備等が含 まれ ます。ネ ットワー ク及 び顧 客用

の ものか ら コンシューマ ・エ レク トロニ クス等 の

ほか,相 互に関連す る機器 も多 く入 ります。右下

のFACILITIES,SERVICEの グル

ープの最 大の ものは ,郵 便及 び電 気通信業務 です

が,そ の他 コマー シャル ・プ リンテ ィング とか写

真現象の フ ォトグラフ ィック・デベ ロ ップメン ト・

サー ビス等きわめて関連 の深 い ものがあ ります。

左上 のCONTENTとPRODUCTの 融 合

点 には,印 刷,本,新 聞等 を含む出版,オ ーデ ィ

オ,ビ デオの ソフ トウエア,コ ンピュータの ソフ

トウエアのあ らゆ るもの,応 用 ソフ トウエア,事

前に プ ログラ ミング してあ る特別な機器,エ ネル

ギー,警 備 の機械等が入 ります。

右上には,CONTE .NTとSERVICEの

融 合す るものが入 ってい ます。いわゆる ラジオ及

び テ レビの放送,有 線テ レビ,ゲ ー ムのアーケー

ド,広 告業,映 画館等です。

この図を見て明 らかな ことが1つ あ ります。4

つ の枠の中に入 ってい るビジネス間の関係が非常

IMEINFORMAnONINDUSTRY1「ODAY日 田BRACES

WHArUSEDTOBEMANYSEPARATEBUS刑 εSSES
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に密 にな ってきているこ とです。設備の生産会社

が ソフ トウエアに関心を持ち,出 版社 がオ ンライ

ンのデーターベ ース ・サ ービスを提供 する方 向に

向いている とい った ことです。

'N4第4の 波"の3っ の市 場

次に,産 業全体 を前進 させ ている基本的 な技術

基盤について考 えてみ ま しょう。

われわれはい ま,技 術的な変革 の第4の 波の時

期に入 っています。 コミュニケーシ ョンと コン ピ

ュータが融合 して,と もに進歩す るとい う時代で

す 。 コンピュータが単独運用 され,い わゆ る計算

業 務 しか しなか った時代が第1の 波です。第2の

波 は,規 模 の経済を追求 し,か つイ ンテ リジェン

ト端末 を使 った時代,そ れか ら1970年 代 の ミニ コ

ンピュータ時代が第3の 波の時期です。

第4の 波 の主流は,エ ンベ ーデ ッ ド ・プ ロセ ッ

シ ングです。 ここでは,1つ の コンピュータが他

の コン ピュータにいかに直結 しているか とい うこ

とでは な く,平 均的な人間が この技術を ど うや っ

て関連 をつけ るかが ポイ ン トにな ります 。す なわ

ち個 々の個人が,ど こにい よ うとコンピュータに

対 してアクセスを得 ることがで きる時代に入 って

きてい るのです。技術に対す るア クセス とい うも

のがわれわれの環境 の中に内在 される,エ ンベー

ドされ るとい うのが現在のわれわれ の状態 なので

す。技術のパ ッケージングを行 うことに よって,

10年 か15年 後 には,こ うした新 しい コンピュータ

世代に入 って くると思い ます。

この時代の実現に コ ミュニケーシ ョン ・メデ ィ

ア,ニ ュー メデ ィアが重要 な役 割を果た します。

また,そ れ と同時 に,イ ンプ ッ ト・ア ウ トプ ッ ト・

デバ イス とそこに起 こる変化が,こ のエ ンベーデ

ッ ド・プ ロセ ッシングの進化に とつて最 も重 要に

な ると思 います。全 員が普遍的な アク、セろを持つ ,...

とい うこ とは,個 人が新たな技術に 自らを曝す と

い うことであ り,個 人は,ア クセスデバイスか ら

しか シス テム全体を見ないか らです。

この よ うな インプ ッ ト・アウ トプ ット ・デバイ

ス,エ ンベ ーデ ッ ド・プロセ ッシングの概 念を考

え ると,こ れか ら10年 ない し15年 の技 術進歩 に と

って重要な3つ の市場 が明 らかにな ります。

第1は,ビ ジネス ・オペ レーシ ョンの市場 です。

ビジネス ・オペ レーシ ョンとい うのは,技 術を使

って生産 ライ ンの中に この技術 を導入 した り,ビ

ジネスの操業,調 達,物 理的 な機器 の流通 などを

この技術に よって行 うことで,こ の手続 きにの っ

とって プログラムされ オペ レー トされ る機械が利

用 され ます。 また,こ こでは プ ロセス ・コン トロ

ール
,そ の設計技術 も必要に なってきます。

第2の 市場は,ノ ー レッジ ・ワーカ ーすなわち

知識労働者 の市場です。 ここでい う知識労働者は

ビジネスの経営者側,そ の他の専門家で,そ のテ

クノ ロジーの利用の仕方は,第1の 市場 のそれ と

は極め て違 ってい ます。知識労働者 は,自 分の仕

事 のス タイルに合 った形で任務を遂行 してい くの

で,常 時かつ大量に技術を使 うとは限 りません。

ですか ら,知 識労働者をサポー トす るのに必要な

技術は,ビ ジネス ・オペ レーシ ョンのサ ポー ト技

術 とは極めて異なる形態 を持つ ことにな ります。

第3の 市場 は家庭 です。家庭には,個 人的 な も

のだけでな く,専 門的 なものも含 まれる場合 があ

ります。

密接に関連する3つ の分野

この3つ の分野は,お 互に極めて深い相互関係

にあります。それぞれがお互に同じ基本的な技術

を使っていること,デ ータベースも共通に使え,

われわれ全員がすべて3つ の分野に参加している

...のですから,ニ ューメディアピついても総合的に
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考えなければな りません。つまり,各 個

人の生活が,3つ の市場の中でも密接に

関連 して融合 していくとい うのが過去に

はなかった現象なのです。

さて,右 図は,3つ の市場分野を加え

て,三 次元におけるアメリカの情報産業

の状態を示 したものです。

ビジネス ・オペ レーションと知識労働

者市場が全体の7割 以上を占 め て い ま

す。1982年 のアメリカにおけるこの市場

は3,850億 ドルとされています。かな り

大きな規模で,NGPか らみても相当の

融CIUmESINTHEBUS耐ESSMARKETAOCOUNTFOR

HALFOFTHE$38581山ON1982U.S.PMARKE「

喘ARENAS

2996

BUSINESS

71th37

CONTENT
32%

HACILITIES
68%

部 分 をイ ンフ ォメーシ ョン ・イ ンダス トリーが 占

めている ことがわか ります。

また,CONTENTとFACILITIES

を比 べ ます と,後 者 の方が大 きなパ ーセンテージ

に なってい ます。 これは,技 術を使 うためには,

CONTENTが 重 要の よ うに思え ますが内容 と

い うことにな ると,ほ とん ど個 々のユ ーザ ーか ら

得 るものであ り,お のず とFACILITIES

に 対 す る投 資の方 が多 くなるか らです。

家庭 が29パ ーセ ン トと少な く見 えますが,実 際

には ビジネスの中のパーセ ン トが家庭 に対 する助

成 にな っている ことを考 えれば,特 別 に驚 くこ と

で はない といえま しょう。

日本 の場合,1982年 で 約930億 ドル,ア メ リカ

の消費 の約4分 の1と いわれ てい ます。 しか し全

体 の比率は,ア メ リカの場合 とさほ ど変 ってい ま

せ ん。

ところで,わ れわれ の研究 の結果に よって予測

す る と,イ ンフ ォメーシ ョン ・インダス トリーの

年間 の伸び率は,ニ ューメデ ィアの参画に よって

年間13パ ーセン ト程度にな る とみ られ ます。1981

年 か ら1982年 までの成長率は11パ ーセ ン トです。

これは1982年 が 景気後退の年 だ ったか らで,産 業

全体でみれば,だ いたい過去 と同 じ レベルで成長

Ml

PRODUCTSSERVICES

51⑱64996

0…ACH融CEOFTHECUBEADOSTOIOOSC)

する もの と思います。 しか しながら,全 体的には

イ ンフォメー ション ・イ ンダス トリーは,'経 済 の

中で も最 も迅速 に成長 を遂げ ている産業で あるこ

とは世界的 な事実 だ と思 います。

60%を 占め る ビジ ネス.

オペ レー シ ョン分野

前述 の3つ の市場につい て,も っと詳 しくお話

しま し よう。

まず,ビ ジネス ・オペ レーシ ョン分野は,最 大

の市場分野です。イ ンフ ォメーシ ョン ・イ ンダス

bリ ーの支出の60パ ーセンFが この分野にな りま

す。同時に,こ れか らの技術開発に とって も,最

もエキサイ ティングな分野です。 コンピュータ と

コ ミュニケ ーシ ョンが生産 プロセスの中に 多く内

在 され るよ うになる と,こ の開発 が非常に楽 しみ

にな ります。'

す でにすべての産 業において,新 しいイ ンフ ォ

メーシ ョン ・テ クノ ロジーを利用 して,自 らの業

務 を簡 素化 し,よ り迅速 に しよ うとす る試 みが行

われ ています。 これ らの技術 は,ビ ジネスが顧客

と交渉 するに.当たって 持 っている1つ の価値 自体

を変 える とともに,各 産業 の競争 の体系 も変え ま

す。た とえば,イ ンフ ォメーシ ョン ・イ ンダス ト
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リーの技術の導入に よって,銀 行 などの競争体系

が変 って きてい ます。 また,わ れわれ の提供 して

い るサ ービスは生産 向上に のみ直結 してい るわけ

でな く,顧 客に対す る競争力をつけ,相 手に対 し

て よ り優位 な立場に立て るよ うなサー ビス も提 供

してい くこ とが重要にな るのです。

エ ンベーデ ッ ド・プロセ ッシングが ビジネス ・

オー トメーシ ョンに利用 され ている画期的 で複雑

な シス テムは,工 場 の中のシステムです。 い くつ

か の応用分野 があ りますが,た とえば物理的な生

産業務や製造業 務の分野では,生 産,組 立,資 材

取 扱い,機 器類 の貯蔵 ・維持,ΩC等 の技術が工

場 自体 にエ ンベ ー トされ ます。 この外,生 産工程

の計画及び コン トロール,エ ンジニア リング,企

業全体 のプランニングをするエ ンタープ ライズ ・

プランニング等があ り,い ずれ も将来 の工場 につ

い て重要な ものであ り,こ れ らの分野 を うま く統

合す ることがポイ ン トにな ります。統 合 は 主 に

LANを 使 ったネ ッ トワークにな るで しょう。

将来 の工場 の物理的な構造が ど うな るか も興味

のある ところです。重要な ポイ ン トだけ簡単にお

話 します が,第1は,柔 軟性のあ るマ シニング ・

セ ンター ・セル コン トローラーに よって制御す る

ζ とです。つ ま り,セ ル コン トローラーを使 って

他 のインテ リジェン トな機械を制御 し,LANを

使 ってそれ を他 の分野 と直結す るわけです。 また

LANは,す べ てのセルをお互 に直結 しあ うこと

ので きるネ ットワークにす るわ けです。

イ ンフォメーシ ョン ・プランニ ング,デ ィス ト

リビュー ション ・プロセ ッシングその他の新 しい

ワー クステーシ ョンもエンジニアだけでな く,工

場 の資材 の管理者に も使われ るよ うにな ります〆

知識労働市場関する4つ の結鵠

第2の 市場は,知 識労働者の分野ですoこ の分

野 の研究開発 も十分 に進 んでい ます。知識 労働者

をサポー トする技術 であるオフ ィス ・オー トメー

シ ョン ・システム,知 識労働者 のパ フ ォーマ ンス

を向上 させ,仕 事 の環境 を改善 させ るインフ ォメ

ー シ ョン ・テ クノ・ロジーなどは,知 識労働者の質

自体 を向上 させ る技術な のです。

1983年 の データに よると,ア メ リカは各 ビジネ

スに1兆3,000億 ドルの膨 大な額の投資を してい ま

す。 しか し問題は,イ ンフォメー ション ・イ ンダ

ス トリーか ら購 入 され るほ とん どの機器 またはサ

ー ビス等 は
,知 識労働 よ りも事務労働 をサ ポー ト

す るために導入 され ているこ とです。つ ま り知識

労働が無視 され てい るのは明 らかです。、だか ら経

営者及びわれわれ開発者 自体が,イ ンフォメーシ

ョン ・イ ンダス トリーにおいて知識労働 者に対 し

てよ り広範な働 きかけをす ることができれば,イ

ンフ ォメー シ ョン ・イ ンダス トリーの技術 をよ り

広範に導 入 し,知 識労働者 に対 する資本投下を少

な くし,か つ効率 よ くす ることがで きます。

これが いわば マク ロ経済的な インフ ォメー ショ

ン ・イ ンダス トリーのこれか らの開発分野 ですが

マ ク亘のみな らず ,機 械は ど うい うものがあるか

とい うことも,細 かに見 る必要 があ ります。

われわれは,オ フ ィス ・オー トメーシ ョンを知

識労働者に対 して使 う場合 につ いて,4つ の結論

を出 してい ます。

第1は,知 識労働者は,時 間を非 常に多 くムダ

に使 っている ことです。全体の25%が ム ダに され

てい るといわれ ています。第2は,OA化 に よっ

て多 くの時間 を節約 してあげる ことがで きるとい

うこ とです。時間だけ でな く金銭 も節約で き,ム

ダな時間 を使 うことに よって生 じるフラス トレー

シ・ヨンも取 り除 くことがで きるのです。多 くの会

社の研究結果 を見 ると,最 低で も15%の コス トダ

ウ ンができる とされ てい ます。 ・..

.第3は,彼 らが分析するデ二歩の質,仕 事 自体
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の質が向上す るとい う結論です。第4は,こ れ ら

の技術は,絶 対的な ものではない とい う点 です。

現在 問われてい るのは,伝 統的 な方法か ら,い か

に この技術 を上手に利用 するか とい う視点が大切

だ とい うこ とです。

さて,ア メ リカに おけ る知識労働者の時間の15

%の 価 値 とい うのは,1人 当 り年間 で8,400ド ル に

値い します。他方,そ のために年 間 約2,600ド ル

の投資を してい るのですが,純 利益,純 節 約はか

な り大 きくな ります。これは,現 在,情 報産 業が

ホ ウイ トカ ラーに使 っている資本投下量 の倍に 当

た るものです。 たいへ んな節約 といえま し ょう。

では,な ぜわれわれが考 えるほ ど会社 のオー ト

メ化は進展 していないので しょうか。

最大 の理 由は,簡 単に使え る ソフ トウェアがな

い ことです。今年(1983年),米 国 及び欧州で調査

した結果に よると,よ り高度なユーザ ー ・カ ンパ

ニーの60%が こ うした ソフ トウェア障 害論の立場

を強調 しています。 このほかに も,新 しい製 品 と

古い製品の統合 がな され ていない とい った理 由が

あげ られ ています。

内部的 な問題では,適 切 な計画が ない とい った

問題 があ ります。 また,・変化に対す る対応力がな

い ことも見逃がせ ませんが,こ うした製品能力の

無 さとユーザ ー ・カ ンパ ニーの内部事情

が複雑に組み合わ さって,成 長の阻害要

因にな ってい ます。

もう1つ の市場=家 庭

第3の 分野,家 庭 につい て考えてみ ま

し ょう。 アメ リカで行 った研究 の結果,

新 しいホーム ・メデ ィアの形 が,今 後10

年 間 に消費者 の情報技術 の利用 をか な り

変 えてい くこ とが わか っています。

1981年,家 庭に おける(12)製 品 の使用

額 は,消 費者支 出,ビ ジネス支 出を含めて1,300億

ドルに なってい ます。1990年 に は,3,000億 ドル

以上にな ると見込 まれ てい ます。

消費者支出は,過 去10年 間 に見 られた よりも急

速な伸びを示 してい ますが,こ れ には,3つ の部

分があ ります。エ ンターテー メン ト ・サー ビス,

電 話情報サ ービス,民 生エ レク トロニ クス ・サ プ

ライの3つ です。 これ らは,そ れぞれイ ンプ ット・

ア ウ トプ ッ トの機能 を果 しています。そ して,非

常 に多 くの出来 ごとが一度に起 き,家 庭の分野に

さまざまな影響 を与 えているのです。

実に いろ いろな新 しい製品が出 てきてい ます。

ホーム ・コンピュータか らビデオ テ ック ・デ ュー

ダーまでの テ レビに対す る周 辺機器のほか,コ ン

ポ ーネ ン ト,ビ デオ,新 しい形 のエ レク トロニ ッ

ク ・フ ォトグラフィな どさま ざまです。

新 しいサー ビス もどん どん出てきています。 ケ

ーブルを通 してプ ログラムを 買 うペ イ ・テ レビジ

ョン,多 くのメデ ィアが,直 接,宇 宙衛星を通 じ

て家庭に行 くサ ー ビスも生 まれてい ます。

実際 のアプ リケーシ ョンについて見 ると,3つ

の ものがあ ります。最初のア プ リケーシ ョンは,

先 きに も見たエ ンターテーメ ン トです。 この分野

は,消 費者が ますます(12)製 品 に対 して支 出を
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行 ってい く分野です。他は情報 と取 引きですが,

こ こには,注 文 とか支払 とか安全保障 といった さ

まざまな活動が生 じて きます。

家庭の分野で も,重 要 なのは ソフ ト ウ ェ アで

す。 ソフ トウェアがア プ リケーシ ョンを決定 しま

す。80年 代は,現 在 と同 じハ ー ドウエアとデ ィス

トリビューシ ョン ・チ ャネ ルを共有 してい く形で

サ ービスを提共す るこ とにな り,ソ フ トウェアが

いろいろな区 別を行 うことにな るか らです。 これ

は全 く新 しい考え方です。

9頁 の図 の ㍉NFOTAINMENTミ は,

われわれ の研究に基づいて,家 庭 分野 の これか ら

10年 の基本的な傾向を示 した ものです。 この言葉

は,エ ンターテーメン トとイ ンフォメーシ ョンを

組み合わせた ものですが,こ れ は,両 者 がお互 に

融合 して きてい るとい う認識 に基づ いています。

ここで も う1つ 重要 な動 きは,情 報 テ クノ ロジ

ーを受身の形 でな く
,ま すます能動的 な形で使 う

よ うにな ることです。 アメ リカにあ っても,こ れ

らの新 しい概 念は,ま だ具体的な形でハ ッキ リ出

てい ませんが,そ の傾向は明 らかに見 えています。

た とえば,1984年,新 しい技術 の結果 と してAT

&Tと ア メ リカの電 気通信業界 の分割 とい った こ

とか ら新 しいニーズの発生 の可能性がでて きてい

ます。また,ビ デオ コンポーネ ン ト,ソ

フ トウェアの部分 も,さ らに増 えて くる

と見 られ ます。

また,ケ ーブル の分野 も進歩が見 られ

ます。ア メ リカにおいては,新 しく5%

の 世 帯がケーブルを使 うことにな るで し

よう。新 しい ケーブルのエ ンターテー メ

ン トの形態,た とえばペイ ・ケーブル と

かペイ ・バ イ ・ビューも出てきます。新

しい ビデオデ ックス,テ レテキス トのサ

ー ビスの商業化 も進 むで しょう
。 いまρ 、

ところはパイ ロッ トの形 で行われ ていま

すが,こ れが実際になって くるわけです。

このような時代になると,情 報産業内の競争が

でてくるだけでなく,情 報産業界以外からの新規

参入も多くな り,競 争が激化 してくるでしょう。

高い高級新製品へのニーズ

1983年4月,わ れわれは,家 庭分野 のさまざま

な将来予測,た とえば市場規模,ホ ーム ・イ ンフ

ォメーシ ョン ・システムの姿等につい て,ア メ リ

カの30の 団体を スポンサ ーに,700世 帯 を対象に

してシ ミュ レーシ ョンを行い ま した。

下図は,中 流 または中流以上の家庭 や世 帯が全

く新 しい製品を受け入れ るか ど うかを示 した もの

です。高度な家庭機器を対象に した ものですが,

18%が,全 く新 しいサー ビスで も値段 が手 ごろな

ら絶対に買 うと答えてい ます。買 うだろ う,と 答

えた40%を 加 える と58%が ミ買 うミ グル ープに入

っています。実際には,も う少 し綿密な分 析が必

要 ですが,こ の予備的な研究では,中 流以上 の家

庭 にあ っては27%の デマ ン ドがあ るとい うことが

わか ります。

このデマ ン ドの数字に基づ いて,そ のデベ ロッ

プメン トの規模を予測す ると,ア メ リカ市場で90
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年までに320億 ドル前後でて くるだろ うと考えて

います。この場合,収 益は基本サービス,消 費者

支払い,バ ンキング,小 売り,そ の他のアプ リケ

ーションなどさまざまなところから上がります
。

従前まで収益源はテレビと電話が中心で したが

これからは新 しいビデオ周辺機器へと進展 し,よ

り複雑でチャレンジングなシステムへと移ってい

きます。より複雑なメデ ィアのデベロップメント

によって,わ れわれが避けることのできないいろ

いろなことが出ているのは明らかなのです。

このほか家庭における態度の変化 ,消 費者によ

る投資も重要です。 さらに業界が投資 しなければ

ならない投資 も伸びるので,さ まざまなビジネス

間の協力の必要性 もますます拡大するだろ うと考

えられます。新 しいものを打ち出すためには,こ

ういったものへの積極的なチャレンジもしなけれ

ばならないのです。

大きく変わる競争の姿

ミ競争"に ついて考えてみまし
ょう。

現在,一世界の情報産業の市場規模は約5,500億

ドル前後と考えられています。

この市場は,そ れほど集中していないのが特徴

です。世界の トップ10の トータルもわずか27%に

なっています。 しか も,ト ップ100社 が収益の大

部分を出しており,こ の中には,世 界規模で営業

をしている19の 日本の会社も含まれています。

トップ10の会社をみると,82年 の数字ではアメ

リカのAT&TがNq1に なっています。そのほか

ではベル ・カナダ,フ ィリヅプス,松 下といった

アメリカ以外の会社 も含まれています。

これ らの企業は,必 ず しも情報産業専用の企業

ではあ りません。情報産業以外の分野でもかなり

の活動をしており,情 報産業における戦略とそれ

以外の産業の戦略をうまく組み合せて企業活動を .

11

行 っているのです。

さて,コ ンペティ歩一に関 しては,情 報産業に

対 して最もコンセン トレー トしている企業を3つ

の範ちゅうに分けることができます。 トップ12の

西欧の企業,ニ ッチ ・プレイヤー,そ れに中小規

模の企業の範ちゅうです。

西欧の大手の会社は,そ れぞれさまざまな戦略

をとっていますが,1つ の共通事項があ ります。

新 しい分野に向けて事業の多様化を図っているこ

とです。1つ には,得 意の分野の過去の成長を見

るとき,こ れ以上の成長は達成できないというこ

とが多様化路線に向かわせているようです。

急成長 しているスペシャライズ ド・ニッチ ・カ

ンパニーは,主 としてアメリカの会社です。82年

に急成 したこういった会社が,こ れからも成長 し

ていくか どうかということになると,必 ず しも楽

観できません。12頁 の上図は,こ れからの成長の

成否を示 したものですが,▲ の会社がたくさんあ

ります。これらの会社は,落 ち目になってお り,

これから伸びることはできないと考えられます。

ここから多くの教訓を学ぶことができます。ニ

ッチ ・カンパニーは,成 長のどこかの過程で大き

な問題に直面 します。つまり急成長する会社であ

りながら,業 務を専門化するかもしくは多様化す

るかとい う問題に直面 して,そ の選択を誤ま り,

落ち目になったとい う教訓です。

成長率が緩慢になると,販 売及び資本に対する

収益性が下がってきます。なぜなら,経 営上の多

くの問題に直面するからです。

専門化企業が成長するにつれ,な ぜこういった

問題に直面するかとい うと,4つ の問題が考えら

れます。

1つ は,自 信過剰とい う理由があ ります。初期

のベンチャーにおいて成功してしまったとい うこ

とで自信過剰になるのです。そのほか,既 存のビ

ジネスの場合,た とえば ライフサイクルが変った
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ことに注意を払わな くなること,拡 張するにつれ

人材や労働者の質が落ちること,自 分たちの背後

にいるほかの競争相手を過小評価 してしまうこと

です。多様化で頭がいっぱいにな り,自 分たちの

エクジスティング ・ビジネスを無視して しま う会

社 もあります。こうした会社は,ビ ジネスの多様

化に対 してあまりにも無知で,全 社的な会社の組

織を うまく編成することができないとい うことも

あります。

日本企業を とりま く競争者群

中小企業は,一 方で大手企業にかなり

の圧力をかけられており,他 方では急成

長会社の圧力を受けています。こういっ

た会社は,急 激に多様化 してお り,一 部

には成功している会社はあるが,全 く成

功 しなかった例もたくさんあります。

また,世 界中のコンペティターの別の

範ちゅうとして,日 本の企 業 が あ りま

す。こういった企業は,情 報産業以外の

分野へも多様化 してお り,巨 大企業が情

報産業分野に進出 して活動分野を広げて

きたケドスもあ ります。

日本の リーダー的企業が,世 界市場で

競争してい く場合,3つ の問題を抱えて

います。

第1は,ソ フ トウェアの開発 という課

題です。第2は 流通の急激の変化,そ し

て第3は,日 本の企業同志の競争です。

また,新 しい競争者の出現 という課題で

す。 これまで情報産業に無縁だった企業

がこの分野に進出 してきます。

最後の競争者は,い うまでもなく世界

的な大企業です。これらの企業は,多 額

の投資を している場合があった り,金 さ

え使えば,こ の分野で将来伸びそ うな 企 業 も あ

り,複 雑 な要 素を持 ってい ます。

さらに重要 な ことは,構 造 を改 めてい くとい う

戦略の問題です。 この戦略 には,4つ の基本的 な

傾向があ ります。

まず,物 を売 るための コス トが変 ってきてい ま

す。同 じ製品の中で も,上 がる部分 と下が る部分

があ るとい った ことが起 こ ります。た とえば,ソ

フ トウェア コス トは上 がるが,ハ ー ドウェアのコ

ス トが下 が ってい ます。そ の うえ製品 のライ フサ

イ クルが どん どん短か くな っています。世界市場

の構造 も複雑化 し,ジ ョイ ン ト・ベ ンチ ャーの試
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みが増えるなどの変化が見られるとか,新 しい技

術的可能性のある会社に対する投資が増えるなど

市場の傾向は 目まぐるしく変っているのです。

12頁下図は,二=一 メデ ィアのエキサイティン

グなものと,新 しいタイプの機械で,こ れから10

年あるいは12年 の間で大きく伸びるであろ うと思

われるものを簡単にまとめたものです。それぞれ

必ず伸びるとは限 りませんし,問 題 も抱えていま

すがどれ1つ とっても,将 来,重 要な分野になっ

て くると思われるものばか りです。

もう1つ 重要なことは,産 業構造の改革の行方

です。右下図で示 したように,家 庭に関する産業

の構造改善,☆ ッケージ技術の変化などが進行 し

ます。たとえば,プ ロダクトとかサービスを実際に

パ ッケージにしてオファーするようになります。

そして実際にマーケティングもそういった人が消

費者に対 して行い,デ ータベースの違ったものを

寄せ集めてまった く違 う新 しい製品にまとめなお

して売るといったことも行われるように な りま

す。また,こ ういった会社が電子工業製品の販売,

流通まで コントロールすることも考えられます。

究極的には,企 業も4つ の基本的な戦略の問題

を抱えています。"　 ・…・

14頁上図の真ん中の部分が戦略経営,つ まりど

ういった商売をやるか,ど ういった商売

をやめ,ど れだけの資金をつぎ込むかと

いったことです。右の部分は技術の管理

です。この中には,新 しい製品 ・サービ

ス,生産性の管理などが含まれています。

下の部分は,市 場のマネジメントです。

流通チャネル とかデマンドの予測,価 格

の決定 といった要素が含まれます。

「(12))の インー

(12)の イ ンパ ク トについて考え てみ

ます。まず,社 会に対する影響です。 これには4

つの主な要素が考えられ ます。

第1は 個人に対する影響です。 これはプラスと

マイナス面が混 っています。プラス面では新 しい

仕事が生 まれ,市 場を形成するようになります。

新 しい技術が新 しい労働市場を作 りだ し,家 庭で

も仕事ができるようになり,既 婚婦人とか身体障

害者も仕事をすることができます。さらに仕事の

環境がよくなり,や りがいのある仕事ができるよ

うにな ります。 レジャー時間も増えます。

マイナス面で大きいのは失業です。とくにオフ

ィスではタイピス トは減少 し,コ ミュニケーショ

ンのパイプの役割を果 していた中間管理層がテレ

コミュニケーションに置き換えられるといった変

化が起こってきます。その結果,仕 事そのものを

変えなければならない必要が起きてきます。

次は,企 業に対する影響です。新 しい機械を得

た情報産業以外の企業は,製 品の差別化,設 計と

かマーケット開発のスピー ドアップ,生 産性の改

善 といった活動の機会を得ます。そ して組織の改

善,合 理化の促進といったことにも取 り組めるよ

うになり,社 員参加,早 い変 り身のできる体質づ

くりなど新 しい企業基盤を作ることができます。

マイナス面もあ ります。なによりも競争の激化
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がそれです。競争に負け ないためには,

そ れ相当の事前投 資 も必要 にな ります。

最重要 資源 となる情報 の保護 も大 きな課

題 にな るで し ょう。

産業に対 する影響 も当然あ ります。 だ

れ よ りも得 をするのは,頭 のいいイ ンフ

ォメー シ ョン産業 で しょうが,医 療関係

のサー ビス,プ ロフ ェッシ ョナル ・サ ー

ビス,オ フィス ・テ クノ ロジー関係な ど

もプラスメ リッ トを受け る産業 と思われ

ます。 マイナス 面 が 現 われ るのは,郵

便,古 い形 の教育,小 売,卸 売,金 融 サ

ー ビス,電 力,電 話 ,製 造工 業な どが考

え られ ます。

また,技 術を使 う産業や企業は技術 マ

ネ ージの仕方を変え る必 要があるで し ょ

う。(12)と い う新 しい見方 で技 術をマ

ネ ージ しなければな りません。(右 下図)

テ クノロジーのマネ■一・ジメン トは,1

つ の新 しい波か も知れ ません。だか らエ

ンペ ーデ ッ ド・プ ロセ ッシング,工 場 の

プ ロセ ッシングとい った ものに結 びつけ

ていかなければな りませ ん。従 って,こ

れか らは教 育,エ ネル ギーの注入,

NEARLYEVERYl2BUSINESSFACESFOUR

CRtTICAL,INTERRELA'「EDSETSOFISSUES

DRIVENBYT卜IEPOTENTIALSTRA「EGICBENEF「 『S

WAVEOFMANAGEMENI'CHANGEISNOWUPONVS

TECHNOLOGY
VALUEAoOEO

しっか りした

仕事の方向づけ,統 合,き ちんとした優先順位づ

け といった ことをきちんと行 う必要があります。

技術をマネージするためには,ラ インの個人個人

が他の人の力を借 りて仕事をし,そ れによって新

しいアイデ ィアを掘 りおこし,応 用 していかなけ

ればな りません。会社の中にそんなに多 くのエキ 、

スパー トはいないからです。

蜘 。経淋 対する辮 について考えてみたい{

と思います。これに対 してはそれぞれ意見もあるi

でしょうが,プ ラス面では,エ ネルギ→消費の減

少があげられます。マイナス面では,オ フィス事

情の変化で考えられます。大きなオフィスが不用,

旬・句艦篇綿R
SYSτE田S

～ 、 開《綴s爬

にな り,不 動産にかける税金が減 り,新 しい補助

金が 必 要になるかも知れません。また,失 業 対

策,貿 易収支といった問題とのす り合わぜも必要

になってくるかも知れません。

※

ニューメディア,情 報技術の将来は,ほ んとう

1に際限のない可能性を秘めています。そして個人
}だけでなく産業や企業にもさまざまなインパ クト

が起こります。問題は,こ うした変化にわれわれ

が果して追いつけるかどうかといった点にあると
丁
い うことをわれわれ1人 ひとりが真剣に考える必

要があるで しよう。
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昭和58年 度 情 報 化 月 間 表 彰 者
(敬称略)

レ情報化促進貢献個人

秋 山
東京大学

稔
工学部教授

石 川 忠 郎
三井物産㈱ 常務取締役

小 池 明
日本電気㈱
代表取締役副社長

下 條 武 男
日本 コンピュータ ・ダイ
ナ ミクス㈱代表取締役社

長

西 野 博 二
筑波大学
電子情報工学系教授

堀 貞 夫
㈱東洋情報システム

取締役社長

前 川 良 博
横浜商科大学商学部教授

向 尾 四 良
日本電気工業㈱

常任監査役

山 本 草 二
東北大学 法学部教授

通信網工学,交 換工学分野の研究に尽力し,そ の理論構築及び知識 ・技術の普及 ・発展に
努めるとともに,電 気通信に係る研究者 ・技術者の育成に多大の貢献を した。

各種委員会委員 として情報化社会の健全な発展の在 り方等に関 し積極的に取 り組むととも
に,企 業内情報化の促進に指導的 ・先導的役割を果た し,産 業界におけるオフィス ・オー
トメーションの進展に多大の貢献を した。

昭和41年 以来 囲 日本電子工業振興協会の各種委員会委員を歴任 し,我 が国コンビ…一夕

謄 働 竪 纏 縫 趨大饗 譲圭聴 する情報化協加 指導的役割を果た

ソフ トウェア産業の草創期からソフトウェア技術の向上,技 術者の育成に尽力するととも
に,長 年 ㈱ ソフトウェア産業振興協会の役員としてソフトウェア産業基盤の確立,ソ フトウ
ェア術技の発展に指導的役割を果た し, ソフトウェア産業の発展に多大の貢献をした。

我が国電子計算機の草創期から四半世紀にわたり研究開発活動を続け,国 産電子計算機技
術の確立及び情報処理技術の高度化に指導的役割を果たす等,情 報処理技術の発展に多大
の貢献をした。

長年にわた り從 日本情報センター協会の役員として,技 術,財 務,人 事面での諸問題に
取 り組み,技 術力の向上,経 営の合理化等に指導力を発揮するとともに,各 種委員会委員

裁 磯 麟 致 傷誓齢 芒㌘ 諏 り組む等謂 鋤 理サ{ビス業の発展及び地域の清

麗警講 ‖憂欝 竃竃 織 蓮嬬暑あ警護ρ暴露綴 暫‡蹴
我が国企業における事務機械化の黎明期に経 営 管 理 面でのコンピュータの有用性に着眼

七福罷〔三㌢竪r翌 篇離離閲鍾襯遍羅議漂殼㌫寡芸論説繋

離 離鑑 響瓢9籍 喜滋繁碧癬 轡'進 購 めるとともに洛

レ情報化促進貢献企業等

足利商工会議所
会頭 三 田 公一郎

花王石鹸㈱取締
役社長
丸 田 芳 郎

長野県経済事業農業協同組
合連合会会
長理事 堀内 巳次

郎

直

成
㌔
㌶

直

送
取
運
表
本
代
日

象
町
気本
長
日
会

記帳業務,給 与計算,経 営診断等のシステムの開発,運 用を行 うとともに,情 報化を通じ

灘 鍵 ④鎌 錠 襟 の経営の合理イヒ'近代化の指鞭 行う等沖 小企業の繍

オフィス ・オー トメーションの推進を通 じ,業 務処理の効率化,経 営の合理化を実現する

とともに,我 が国におけるオフィス ・オートメーション化の先導的役割を果た し,も って我
が国情報化の促進に多大の貢献をした。

青果物の出荷管理のシステム化を行い,生 産,物 流等の情報管理手法の向上に努め㌧計画
生産,計 画出荷による安定 した出荷と価格の安定化を図る等,情 報化による農業の近代化,
国民生活の向上に多大の貢献を した。

利用者のためのオンラインシステムの必要性の啓蒙等 トラック業界の情報化に先駆的な役
割を果たすとともに,宅 配便システムの構築等により運輸業の情報化の促進に多大の貢献
をした。

曹暮露雛騨 霞鍵貯§鮎響;♀謬騒醸藷謡整蓼芙;董譲詮警
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日本ビジネスオー トメー
シ ョン㈱

取締役社長 鈴本 良武

富士通エフ・アイ・ピー㈱代
表取締役社長
名木田 兵 二

㈱フジテレビジョン
代表取締役社長

石 田 達 郎

肋山形県商工情報センタ

会長 白 岩 石 雄

大規模システム開発技術,シ ステム開発管理技術等の高度技術を駆使 し,経 営,医 療,宇
宙,防 災,原 子力等広範な分野におけるソフトウェア開発等を行い,我 が国情報化の促進
に多大の貢献を した。

情報処理技術の研讃に努め,事 務計算,技 術計算等の分野で常に先進的かつ高度な情報処
理サービスを提供 し,情 報処理産業における中核的役割を果たす等,我 が国情報化の促進
に多大の貢献を した。

我が国放送界初のオンラインリアルタイム処理による 「ニュース素材情報検索 システム」
を開発 し,放 送内容の質的充実に努めるとともに,オ フコンの導入により分散処理システ
ムを確立 し,放 送業務の合理化,省 力化を図る等,放 送事業における情報化の促進に多大
の貢献をした。

中小企業地域情報センターのモデルセンターとして先駆的役割を果たすとともに,講 習会
の開催等を通じ地域中小企業の情報化に関する意識の啓蒙,指 導等を行い,中 小企業の情

報化の促進に多大の貢献をした。

治優秀情報処理システム

ウツミや証券総合
オンラインシステム

ウ ツ ミ や 証 券 ㈱

音声/デ ータ総合通信
システム(SWORD)

㈱ 住 友 銀 行

計画情報分析システム
(PIAS)

兵 庫 県 企 画 部

航海情報システム
(CANSY)

日 本 鋼 管 ㈱

社員一斉呼出しシステム

(ONECALLSYSTEM)

東 京 ガ ス ㈱

住民情報オンライン
システム(REAMS)

㈱ 電 算

人材管理/営 業管理
システム

マンパワージャパン ㈱

地下水盆管理 システム
千 葉 県 公 害 研 究 所

DDX網 による全国農協
共済事業オンライン

システム
全 国 共 済 農 協 連

へき地包括医療情報
システム

沖 縄 県 環境 保健 部

マイコン用ビジネス

グラフ作成 プログラム

(BG/M)
日本 情 報 サービス ㈱

安田信託銀行㈱

東京証券取引所,計 算センター等のシステムをネットワーク化したことにより,地 方中小

都市における証券取引の安定化,顧 客サービスの向上等国民経済の発展に寄与 した。

歎 羅 僅竪鵠 鑓 糠驕墾讃 ㍊蹴;礒 灘 憩 信シ

各種の政策分析手法,デ ータベース,地 理的情報処理,図 形画像処理をシステム化 した こ

雄 花酵 葦e難 における臨 調 の立案・評価 現状分析鋤 化す礁 勒 行政

航海データ自動集録装置により収集した各種航海データを解析すること等により,科学的,

合理的な運行判断を可能 とするとともに,運 航時の安全性の確保及び効率化に寄与 した。

緊急事体が発生した場合の保守要員の呼出し確保を目的に,既 存のホス トコンピュータ,

買戻覇 麓 蕎聖篭 蝋 製 し・齢 システムとし硝 薬した・とにより・都市ガ

オンラインプログラムとバッチプログラムを同一ホス トのプログラム体制のもとで集中的

露欝協鑛㌶婆轄蓼構黎灘 潔ξ膓言え;綴蝶認 騰繕響醗

麹 翼運 ㍊ 灘 蒜 ぢ覧霧姦㌶箭癒 礒 警訟 巌籠
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議竃 欝 撒 芒愁 ㌫ 二塁要論罐 麟趨 勢㌍警魏

厚生年金事務の受託機関と多数の厚生年金基金とのオンラインシステムを構築し,年金加

鞠 羅 齢 テ▲ 縫霧 苔4解ム聯 鵠熟 懇 誌 綴 誌 習』蹴 ぽ ・・
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レ全国高校生プロゲラミンゲ ・コンテス ト入選作品

濃 優 秀 賞

歯科検査データ処理
プログラム

東京都立蔵前τ業高校
電気科3年飯 尾
政 美 藁㌶離 離 鱗 警鐘藁薦歯蹴

優 秀 賞

画像処理プログラム 鹿児島県立薩商工業高校
電気料3年高

,崎 重 明 欝欝欝 欝 ㌫ 斑芝`払7≧鵠

に

ス
ク
シ
一
化
ワ
理
ト
合
ッ
賃

貸

ネ
購
ン
内

秀

コ
校
ソ
る

ム

優

パ
よ
テ

千葉県立一宮商業高校
情報処理科3年斉 藤
勇 人

教 室,購 買 部,商 店 に パ ソ コン を設 置 して ,ロ ー カル ・ネ ッ

㌫ 編 鐘 穿勢 レ舗 罪 の昼食の注文か晴

優 秀 賞

P.A.D.ジ ェネ レータ 国立都城工業高校

情報処理 クラブ

電気工学科3年 黒
〃 〃 寺
〃 〃 松
〃 〃 山
〃2年 福

蕪1諸 等難 璽欝欝扇垂ξ書
木 淳 一
崎 和 幸
尾 英 二
蜜 義 尚
野 浩 一

優 秀 賞

病人食献立システム 山形県立米沢商業高校
病人食献立情報システム

開発グループ

情報処理科3年 笹
〃 〃 須
"〃 平
〃 〃 高
〃 〃 横

商 業 科 〃 金
●

別品食売立敵たじ応に

。

状
る
癒
す,力
頼
出
穂
を
の
等
気
重
病
要
の
所
者
養
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,

人
妻
の
量
院
取
病
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俊
彦
好
信
子
美
も

秀
和
和
室
と
明

貝

橋
尾
子

優 秀 賞

BASIC変 換

プログラム
埼玉県立熊谷工業高校
情報技術究究クラブ

情報技術科
〃

〃

〃

〃

〃

〃

3年
〃

〃

ク

2年
〃

〃

井
野
田
沢
知
数
山

屋

地

荒
小
島
原
伊
嘉
丸

;了議鍵繋 縫 劣2禦 遼鍵 祭lc言 語
井 武

貢
利 男浩
一

敏 弘
敏 明貴
一 郎
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囲

'83
L__
情 報 化 月 間 を 視 る

室 隆

(日 本 工 業 新 聞 社)

騰 蟹;

ミ脱大都市のきざし強 まる
.

58年 の情報化月間には,全 国44都 道府県で226

の関連行事が行われた。これは,通 産省が情報化

社会を考えるために昭和47年 度に情報化週間をス

タートさせ,10年 を区切 りに情報化月間に拡大し

た57年 の情報化月間の参加行事件数 よりも33件多

く,史 上最多の催 しとなっている。ことにこれま

でのビッグイベ ントが東京,大 阪,名 古屋など,

いわゆる情報過密 ・集中都市にかた よっていたも

のが,地 方都市を核に全国規模に分散するきざし

をみせ,地 域でのオ リジナルなテーマを考える時

代にはいったことを うかがわせた。また,セ ミナ

ー,研 究会 もニュー・メディア,OA(オ フィス ・

オー トメー・シ ヨン),VAN(付 加価値通信網),

コンピュータセキュリティなど,よ り広域で公共

性をもった技術や制度をテーマに したものに関心
'
が向けられている。情報化の進展は,パ ーソナル

コンピュータの普及をは じめとするコンピュータ

の多彩化や,ソ フトウェアの充実で,ま すます利

用する側の目的やそれにともない派生する諸問題

をどう解決 してい くかにかかっており,こ れを考

える情報化促進事業も ミ週間"か ら 澗 間"へ 移

ったことをはっきりと認識 させる。

ミ地域に拡大される情報網
ミ

情報化週間当時からの大きな行事 となっている

のが,デ ータショウ とソフトウェアシ ョウ。いず

れも東京開催で,前 者はコンピュータおよび情報

機器関連業界,後 者はソフ トウェアハウスや情報

処理サービス業界が参加するビッグイベン トで,

業界各社は,こ れの開催期にあわせて新製品や新

システムの開 発 計 画を進めることで知られてい

る。従って,業 界における く商 品"の ライフサイ

クルを決めるものといわれてきた。 しか し,開 催

地は,東 京とい う大企業の本社の集中地域に限ら

れ,対 象者も,EDP関 係者を意識 した展添会で

あった。



現在,コ ンビn-e-一タの稼動台数は10万 台(汎 用

コンピュータ)を 超えているが,そ の60～70%は

東京 ・首都圏地区,大 阪地区に集まってお り,情

報化に直接関与する関連技術者の多くが集まる同

地区での行事が,情 報化月間(週 間)推 進団体の

重要施策となっていた。コンピュータの利用形態

が,集 中大量処理型だったことを象徴 していると

もいえる。

しか し,最 近は,オ ンライン ・システムの定着

や,オ フィス・オー トメーションの進展によって,

これまでの本社EDPへ の集中管理とは離れ,全

国各地の支社や支店が,そ れぞれ情報システムを

独自に活用するなど,情 報処理の分散化,多 層化

が進んでいる。こうした情報処理の地域主導型化

は,そ れぞれの地域での情報化促進を考える必要

性を生み出す結果 となってきた。それが,58年 の

情報化月間でもみられ,札 幌市で開かれた'83生

活と情報化展,大 分市で開かれた'83マ イコンフ

ェア,熊 本市で開かれたテクノポ リスフェアなど

の大きなイベントにつながっている。 これ らがい

ずれも多くの参加者,参 観者を集めたことは,今

後,情 報の地域 コミュニティ化の動きを加速化さ

せることをうかがわせるもので,さ らに各地域に

拡大することが予想 される。

ミ問われる情報処理技術の質の拡大
.

情報化の進展を うかがわせるものとして,情 報

処理技術者試験の受験者傾向があげ られる。受験

応募者は,年 々増加傾向を示 していることは知ら

れているが,受 験者総数の増加もさることながら,

58年度は,最 高度技術者にあたる 「特種」の受験
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応募者が史上初めて1万 人を超えた。総数の伸び

が底辺の拡大を意味 しているなら,「 特種」の受

験応募者の伸びは,情 報処理技術の質の向上,奥

行きの深 さを象徴 している。米国にくらべて,質

の面でまだ及ばないといわれてきた情報処理技術

だが,こ の面でも着実に向上を続けてきている証

拠といえるだろ う。

ただ,受 験応募者数に対 して,実 際に受験 した

のは約60%で,40%近 い応募者が棄権 している。

これは例年のことだそ うだが,58年 度は,全 国50

余か所に試験地を拡大し,受 験者が試験をうけや

すい条件を整備 したうえでの結果だけに,棄 権率

の減少が期待されていた。こうした棄権者を少な

くするためには,資 格と実益 という面で情報処理

技術者制度にもうひとつ魅力のある何かを狙える

ときにきているといえそ うだ。

コンピュータがこれだけ普及 してくると,同 試

験の合格者であることが必ず しもコンピュータ技

術者 としての不可欠な条件とならぬほど多くの人

々が コンピュータを扱っている。

同試験が当初目的としてきた情報処理技術者の

底辺拡大については,そ の役割がなかば果 され,

今後は質の向上に重点が移るとみ られている。そ

うした曲 り角にあることが,特 種受験希望者の数

と,棄 権率にあらわれているといえそ うだ。

ミ今後 の ニ
ュー メデ ィアの あ り方.

`

昭和58年 は,国 際 コミュニケーション年とい う

こともあ り,情 報化月間の行事もこれに関連した

ものが多くみられたのが大きな特色だった。

その代表例 として,日 本情報処理開発協会,日



本情報 センター協会 が,10月13日,14日 に 行 った

国際講演 ・討論会は 「ニュー メデ ィアの ビジネス

に与 えるイ ンパ ク ト」をテーマに,初 めて 日本 と

米 国の2会 場を衛星通信で結んだ国際 テレコンフ

ァレンス形式 を採用 した試みで,ニ ューメデ ィア

時 代を象徴す る ように,題 材 も,利 用 した メデ ィ

ア もこれまでに ない新鮮 さを 印象づけた。

電電 公社 のINS(高 度 情報通信網)計 画,郵

政省の衛星利用 パイ ロッ ト計画な どニューメデ ィ

アに関す る様 々な実験 が,59年 か ら予定 され てい

るが,そ うした ニュー メデ ィア利用 のひ とつ の有

力形態 とされているテ レコンファレンスを一般 の

聴衆の前で実際に運用 し,米 国 と日本 の距離 と時

間 を縮めてみせた ことは ニュー メデ ィアの もつ イ

ンパ ク トを現実の もの として知 らせる効果 を も呼

んだ といえ るだろ う。

ニューメデ ィアは,わ が国で作 られた呼 び名 と

いわれ,ハ ー ドウェアも,ソ フ トウェア も,さ ら

には利用分野 もまだは っき りと していない領域 と

されている。 それ だけに先取 りして考 えるとい う

こ うしたイベ ン トは,業 界に も,利 用者に も大 き

な指針を与え るもの して成果 をあげ た といえそ う

で,今 後,各 種の メデ ィアの実用化にそ って,情

報化が ど う進んでい くかを継続的に フ ォローする

こ とも情報化 月間 の大 きな テーマ とな るもの とみ

られ る。

ミ情 報 は 国 際 間 を 飛 ぶ
.

情報交流の国際化については,通 信白書,コ ン

ピュータ白書が指摘するように,こ れまで米国,

欧州との間での交流,し か も国外のデーターベー

スへの一 方 的 依 存 とい うケースがほ とん どだ っ

た。

これに対す る反省か ら,58年 情 報化 月間に ソフ

トウエ ア産業振興協会が主催 して,通 産 省が後援

して開いた ソフ トウェア コンベ ンシ ョン'83で は

「ソフ トウェア産業基盤 の強化 とその戦略」 の基

本 テーマ として 「アジア,オ セア ニア諸国の ソフ

トウエア産業一 国際的資源化をめ ざ して」を と

りあげ た。

これは,東 南ア ジア コンピュータ協会,オ ース

トラ リア連邦 ソフ トウエア産業委員会,上 海 ソフ

トウエ ア技術開発セ ンター,韓 国情報産業協会の

協 力を得 て,欧 米に くらべて歴史が浅 いなが ら,

他 の産業 と同様,今 後高い潜在成長力を もつ とみ

られ る ソフ ト産業 の振興を ご協力 ・相互依存"の

かたちではか ってい くた めの糸 口をみつけ ようと

い うものだ った。

しか し,各 国の情報化 レベ ルには大 きな格差 が

あ ることが改めて認識 された よ うだ。韓 国情報産

業協会 の リー ・ヨン ・テ副会長の報告では,韓 国

で は ソフ トウエ アハ ウス50社,プ ログラマ9,000人

生 産規模は1,400万 ドル,う ち輸 出は400万 ドルに

達 し,1986年 に は生産規模300万 ドル,輸 出1,000

万 ドルに達す るとし,成 長性 を明確に してい るが

フ ォン ・ア ・ノー東南ア ジア コンピュータ協会会

長 の指摘や,チ ュ ・ケー ・リェソ上海市計算技術

研究所 教授 のスピーチでは,ま だ基本的 な産業 ・

企業基盤の整備が大 きな課題 とな っている国々が

多 く,わ が国 との交流に大 きな期 待を寄せ ている

ζとが明 らかに なってい る。 こ うした コンベ ンシ

ョンの 成 果 を今後,わ が国の ソフ トウェア産 業

や,通 産省な どが ど う生かすかが課題 だろ う。

こ うした機会が引 き金 とな って,経 団連 を通 じ



てオース トラリアでのソフト開発会社の合弁計画

や中国とのソフトウェア交流の強化などが進めら

れていることも確かで,欧米依存とは別に,海外技

術援助の拡大につながるものと評価されている。

ミ新 しい分野を目指す情報利用
.

ll

例 年 の行事 とされてい るソフ トウェアシ ョウ,

デ ータ ・シ ョウの出品について も58年 の新 しい傾

向がみ られた。

そのひ とつはデータ ・ショウにおけ るOA,ニ

ューメデ ィア対応 のハ ー ドウ ェアの本格登場 であ

る。

デ ータ ・シ ョウは出品者数,展 示点数 ともに史

上最多 とな ったが,こ れ までの コンピュータ関連

機器に加えて,2,3年 前 か ら登場 していたLAN

(ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク)の 開発 メー

カ ーが急速にふえた こと。 また,LANの 種 類 も

光か ら同軸ケーブル まで多様化 し,低 価格 のもの

が商品化 されてきた。

また,パ ソコン時代を反映 して,58年 に 初の共

同規格OS(オ ペ レーテ ィング ・システム)パ ソ

コンといわれ るMSXパ ソ コンが初 めて登場 し,

人 気を集めた ことが例年 とちが うところ。 また,

コ ンピュータ も,こ れ までの汎用 コンピュータと

は別に,特 殊な機能 の ソフ トウェアを組み合せ た,

機 能別専 用 コンピュータが数社 から出品 され,今

後の コンピュータのあ り方 を示唆す るもの といえ

る。

さらに,新 しい技術 として,32ピ ッ トのオフ ィ

ス コンピェ一夕や 多機能端末 の実用機が登場 し,

現 場 でのOA,情 報 処理時代を物語 ってい る。
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一方 ソフ トウェア シ ョウは
,入 場 者が5万 人 を

こえ,前 年の4万7000人 を 上回 った。 こ とに,ソ

フ トウェア技術者だけでな く,高 校生や 中学生な

ど一 般の入場 者 も多 く,パ ソコン世代 の拾頭 を知

らされた。

この人 気の背景 には,流 通 ソフ トがは っき りと

ひ とつの商品 ジ ャンルを確立 し,利 用者が機能を

中心 に選択 する段階 にはいっているこ とがみ のが

せない。 かつ て,1つ の流通 ソフ トが販売 され る

場合100本/'年 が リミッ トと され てきたが,58年

に は,10,000本/年 とい うもの もあ らわれ ている。

内容 として注 目され るのは,画 像処理,グ ラフ

処理,CAD/CAMな ど のアプ リケーシ ョン,

簡 易言語 に優れた ものがふ えてい ることで 日本語

文書処理 の高度化 とあわせ て出品のなかで もとく

に 目立 った。

58年 の情報化貢献表彰は,個 人9人,企 業9社,

優 秀情報処理 シス テム表彰は12件 だ ったが,表 彰

内容 も高次元 の技術や活動 とな ってお り,ミ 情報

化"と い う場合の中味 も,情 報化週 間か ら情報化

月間へ と変わ った ことと同様に深 まって きている

ことは確かだ ろ う。

また,各 行事に付帯 して行われ るセ ミナーのな

かで,そ のテ ーマに と りあげ られた ものの うち,

と くに人 気のあ った ものは,UNIXに 関す るも

の,コ ンピュータネ ッ トワークに関する もの,ソ

フ トウエア開発支援 ツールに関する もの,デ ータ

ベ ース作成に関す るものな どで,い ずれ も単な る

利用法 ・基礎知識だけではな く,効 率化 をふ くめ

た高度利用法に質問が集中 してお り,今 後は,活

用技術 と情報化が大 きな研究分野 とな りそ うだ。

(むろ ・たか し/日 本工業新聞社記者)
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,83情 報化 月間ハイライ ト

一全国各地で220行 事開催一

情報化月間記念式典
(10月3日,東 京 ホ テ ル ・ニ ュー オ 一 夕 ニ)

▲挨拶をする北野情報化月間推進会議議長
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▲ プ ログラ ミング ・コンテ ス トの表彰

幼

気よ雛
▲表彰を受ける受賞者

筆 1

▲ 式 典 風 景

▲ 倉成 正 氏の祝辞

》

,83情 報化 月間は
,tC週 間"か ら{t月間"に 発展拡

大して2年 目を迎え,全 国各地で220の 行事が盛

大に開催され多くの参加者を集めて注 目された。

また,東 京をはじめ札幌,大 阪,大 分,熊 本でそ

れぞれ開かれた"生 活と情報化展"で は,予 想を

はるかに越える入場者が集まる盛況とな り,国 民

の情報化に対する関心の深さを見せつけた。 それ

だけ国民生活と情報化の密接な関わり合いが定着

しつつあるということになろうか。

東京 ・'83生活 と情報化展

(9月29日 ～10月4日,東 京西武百貨店渋谷店)
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B館8階 特設会場入口レ 鐙穴パ
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大阪 ・生活と情報化展
(10月14日 ～18日,な ん ばCITY)

▲パネルと実物でたどる歩み

▲宇宙通信時代は現実のもの

シ萢

⇒

▼ニ ュー メデ ィアが1つ の目玉に

菰 卸∴ご苧
・、_多'磯

ち のドけ
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。詫 芋 パ
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▼ ロボ ッ ト時代はす ぐそこに

札幌 ・'83生 活 と情報化展
(9月22日 ～25日,道 立産業共進会館)

姉妹都市 ・落陽とのテレビ電話 レ

▼広が るコ ンピ ュータ活用術への関心

▼独創的プログラムが ドッサ リ

<コ ン ピ ュータ教室の盛況振 リ
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く ま も と ・'83生 活 と 情 報 化 展(10月30日 ～11月3日,熊 本市立体育館)
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▼真剣なまなざしの子供たち
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塵外の壷欝
途上国 も含めた真 の国際会議へ

Telecom'83に 参 加 して

フ ォーラム

Telecomは4年 に1度 開催 され る国際的な電

気通信関係の会議 お よび展示会で ある。主催は

国際電気通信連 合(ITU:InternationalTele-

communicationUnion)。4回 目を迎 えた83年

のTelecomは,ス イスのジュネーブで華 々 し

く開かれた。参 加72ケ 国,出 品企業650社 とい

う数字に,Telecomの 規 模 と性格 がそのまま表

われてい る。即ち,主 要先進 国の有 力企業 だけ
　 　

の祭典ではなく.途 上国も含めた真の国際会議

とい うことができる。

Telecom'83は フォーラムと展示会で構 成さ

れている。フォーラムは電気通信分野の著名人

による講演や討議の場で,① 政策 ・経済的側面

②技術的側面③法律的側面から通信問題の検討

が行なわれた。このうち.第3の 法律部門を扱

うパー トは.越 境データ流通な ど最近の新しい

動向を反映 して,今 回のTelecomで 初めて設

定された。フォーラムのセッション・テーマを

別表にまとめた。テーマだけを読み下 しても,

電気通信分野における昨今の国際的な課題や技

術動向が把握できよう。即ち,政 策 ・経済問題

を扱 ったパー ト1で は,デ ジタル総合サービス

網(ISDN)構 築へ向けての国家や企業の壁を

越えた協力推進が要請 された。同時に,国 際協

力を置き去 りにすれば,通 信の南北問題など将

来に禍根を残す ことも強調された。AT&Tの

ブラウン会長は,フ ォーラムのオープニング講

演の中で,今 後の問題点を次のように指摘 して

いる。

*情 報革命の恩恵を開発途上国にいかにもたら

すか?産 業革命の二の舞を演 じてはならな

いo

*通 信技 術を 「持てる国(thehaves)か ら持

たざる国(thehave・nots)」 へいかに効率よ

く伝播するか?

*国 際情報流通をいかに最大限にして行 くか?

その際,プ ライバシー,セ キュリティ,主 権

をいかに確保するか?

*国 内/国 際の通 信インフラに影 響を出さず

に,サ ービス/サ プライヤーの多角化をいか

に調整していくか?

*大 規模かつ多国間ネヅトワPtクの管理1こ各国

がいかに協力体制を築きあげてい くか?

ブ ー ス

さて,72,000mZに およんだ展示会場には,

さながら 「先端技術オ リンピック」のごとく,

最新の通信機器やサービスが並べられた。全体

的傾向としては,① デジタル交換機,光 ブァィ

バーなどデジタル ・ネ ットワークを構成するも
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ゴ講
の② ビデオテ ックス,TV会 議 な どのアプ リケ

ーシ ョン③ 多機能 ワークス テーシ ョン
,デ ィス

プ レイホ ンな どの端末機に大 別 され る
。

見方を変れば,オ フ ィス ・オー トメーシ ョン

とい う将来性豊 かな市場 に向け てのニューメデ

ィア機器群が,具 体的な姿で勢揃い した とも言

え る。特に,84年 以 降同市場で激突が予想 され

るAT&TとIBMの 両社 は,デ ジタル交換機 な

どのニ ュー ・プ ロダ クツを前面に 出 して前哨戦

を展開 した。

さらに,展 示会場 で注 目され たのは,例 えば

PhilipsとAT&T,IBMとRolmな どの合同

展示 に見 られた よ うに,コ ンピュータ企 業 と通

信企業の提携であ る。 また,ITTやNorthern

Telecomな どの通信多国籍 会社 が巨大 な 展 示

ブースを誇 る一方で,途 上国 ブースに もこれ ら

巨大企業 の新鋭機器が並 べ られた。 こ うした裏

には,途 上国市場制覇をね ら う大企 業 と,通 信技

術の導 入に よって国内産業や経 済の立 て直 しに

や っき とな っている途上国の図式 が見 られ た。

TeleCOm開 催 中は,ジ ュネーブに人 々が殺到

し,ホ テルの予約 す ら儘 ならなか った。紅葉の

レマ ン湖畔 とは対照的に,熱 気にあふれ た一週

間だ った。(鈴 木茂 樹 ・当協会調査課長代理)
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巨 越境情報の保護
。国際機関が直面する80年代以
降の通信問題
。電気通信の規制および市場構
造
。電気通信分野の国際的衝突と
解決

eeパ ー トlleeっ い て は主 要 テ ・・マの み 掲 載 した
。



28

的の壼
INFO'83

情 報システムとビジネス計画の総合

をメインテーマに

第10回 国際情報管理展示会会議(INFO'83)

は,恒 例 とな ったニェー ヨーク ・コロシアムで,

10月10日 か ら13日 に かけて開催 された。今年 のテ

ーマは「情報 システム とビジネス計画の総合」。会

期初 日が祭 日(コ ロンバス ・デ ー)で,し か も3

日 目は ニュースで報 じられ る程 の土砂降 とい う悪

条件ではあ ったが,昨 年を上回 る4万 人 以上 の人

が会場で訪れ る盛会 とな った。

ソフ ト,OA中 心 の展 示会

今年 の展示会には350社 が 出品,展 示 スペ ース

は昨年を25%上 回 り,二L'一 ヨーク・コロシアムの

4フ ロア全 てを埋めつ くした。ベ ンダーを主要対

象 としたComdex,よ り技術者指 向が強 いNCC

(全米 コンビュタ会議)な ど,INFOよ り規 模

の大 きい展示会 もあ るが,情 報管理 とい う視点か

ら,エ ン ド・ユ ーザ ー,中 で もマネ ジメン ト層 を

主要 な対 象 とした展示会 と しては,INFOが 世

界 最大 規模 と言 っていいだろ う。

展示品は,汎 用 コンピュータか らホーム ・コン

ピュータに至 る各種 コンピュータ,ワ ー ド ・プロ

セ ヅサ,デ クテーシ ョン機 器 な どのOA関 連 機

器,デ ーター通信機器,各 種周 辺機器及 びア クセ

サ リー,デ ーターベ ース,教 育 シス テム,オ フ ィ

ス家具等多岐 にわた り,ま た ソフ トウェアは,昨 ・

年を上回 る規模の ソフ トウェア ・セ ンターに集 め

られた。

新 製 品の 展 示 とい う点では,ソ フ トウェア と

OA関 連製 品がシ ョ・・一の中心 だ った といえよ う。

人 目を 引い ていた 主 な 新 しい ソフ トウェアに

は,次 の よ うな ものがあ った。

FreyAssociateslnc.が 発 表 し たDECの

VAX-11用 人 工知能問い合わせ言語Themis。

これは,平 易な英語を用いてデ ーター検 索,ソ ー

ト,論 理 比較,計 算な どを行わせ るこ とがで きる

もので,原 理的には,ユ ーザーがシステムに事実

上無限個 の単語を理解す るよ うに 「教え る」 こと

がで きるとい う。

ADR(AppliedDataResearch,Inc.)は,ビ デ

オテー プ/デ ィス ク技術 とIBM-〈 ・一ソナル ・コ

ン ピュータを一体化 し,コ ンピュータを使 った ト

レーニ ングの教材作成 ソフ トウェアを発表 した。

DECのVAX-11とDataGeneralのEclips

コン ピュ ー タ 用 と し て,CreativeConsulting

Co叩.は,リ レーシ ョナルDBMS,フ ォーム,

カ ラー ・グラフ ィックス,統 計,レ ポー ト,電 子 メ

ール そ してユーザ ーが定義 できる コマン ドを組み

合わ せた ソフ トウェア ・セ ットを発表 していた。

この他新 しい ソフ トとして注 目されていたのは

Phoen返ComputerCorp.の オ ンライ ン・デ ータ

Pt.エ ン ト リー ・シ ス テ ム,Goa1Systemの

VSAM強 化 ソフ ト,Comshareに よ るIBMの

PC及 びXT用 通 信 ソフ トな どであ る。

OA関 連製 品で は,GeneralBindingCorpが
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Northnetを,WordplexCorp .がWordlinkを,

と2つ の ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク(LAN)

が 発 表 され 注 目 され た 。Northnetは デ ス ク ト ッ

プ ・ コ ン ビ ュ タ の,ま たWordlinkは 電 子 タ イ プ

ラ イ タ ー の ネ ッ ト ワ ー ク を 目 ざ す も の で
,共 に 小

規 模 なLANで あ る 。

こ の 他,Xeroxの デ ジ タ ル ・デ ス ク ト ッ プ ・フ

ァ ク シ ミ リ,DECのDaCmateパ ー ソナ ル ・コ

ン ピ ュ ー タ 用 新 ソ フ トウ ェ ア と ハ ー ドの 価 格 引 下

げ,NixdorfComputerCorp.の8810プ ロ フ ェ ッ

シ ョナ ル ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン な ど も注 目 を 集 め

た 。

ブ ー・ス で は,IBM,WangLaboratories ,Inc.,

Xeroxと い っ たOAト ッ プ ・サ プ ラ イ ヤ ー が 相 変

w∠ ぺ 診 ・
鴨r冷 鵜 躁

曇

ぱ礁 〉

らず人を集めていたが,企 業分 割で自由競争市場

への参 入を果 したAT&Tが
,子 会社AT&T

InformationSystemsの ブースで 積極的な展示

をみせ ていたのが印 象的であ った。

会議は4圓 間で70セ ク シ ョン

会 議は,① 情報 管理 のための戦略,② デシジ ョ

ン ・サポー ト,③ 情 報 シス テム
,④ 製 造 システ

ム,⑤ オフ ィス ・オー トメーシ ョン
,⑥ パ ーソナ

ル ・コンピュータの6つ に大別 され
,4日 間で約

70の セクシ ョンが行われ,200人 近 い講師 のス ピ

ーチが行われた
。表は これ らセ ッシ ョンを まとめ

た ものである。

各 セ ッシ ョンでは 「コンピュータはホ ワイ ト ・

カ ラー労働 を不要 に してい く」,「ホーム ・コンビ

欝魏
ユータはここ数年の うちにIBM370程 度のパワ烏

一を持つようになる」
,「情報化社会での生産性の

概念は,産 業社会でのそれ と大きく異る」 「コン

欝 醗 畷 ・運 ピ・一触 ビジネスのや り方を根本的に変えて

・パ しまう」等 々明快そ して時にはユニークな発言が

群.相 次ぎ・会場を沸かせていた.編 と繊 のざ。

くば らんなや りとりも各所でみ うけられた。

(宗像徳英 ・当協会調査課主任部員)
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INFO'83セ ッ シ ョン ・プ ロ グ ラ ム

セ ッ シ ョ ン ・タ イ トル

O戦 略的 経営管 理向上 のた めの情 報技術(1)

Oデ シジ ョン ・サ ポー ト・シス テム:80年 代のMISへ の

イ ンパ ク ト(2}

Oユ ーザ ー ・イ ンタフ ェー ス向上 の ための第4世 代 言楓3)

Oオ フ ィス ・オー トメー シ ョン:そ の 神話 と現 実㈲

O情 報 システムの イ ンパ ク ト(1)

O組 織 に於 るデ シジ ョン ・サPt-一・ト ・システ ムの利 用(2)

Oア プ リケー シ ョン ・システム 開発 の生産性 向上(3)

O変 化 への 対応(3}

00A導 入 の戦略(5)

Oマ ルチベ ンダー ・オフ ィス ・シ ステム:そ の利 点 と欠 点

(5)

Oオ フ ィス ・オ ー トメーシ ョンへ の先 駆的取 組み(5)

O情 報 一不 可欠 の資源(1}

Oデ シ ジ ョン ・サ ポー トシステム の導入(2}

O情 報 システム 開発手 法の統 合㈲

O統 合 システム の幻想(3),(5}

080年 代 のテ レコ ミュ・ニケー シ ョンー1-(3)

Oビ ジネス ・デ ー タ処 理 システム の選択〔3)

Oオ フ ィス ・オー トメー シ ョン導 入の成功/失 敗要 因㈲

Oオ フ ィスの 自動 化 の動向:次 は何 か(5}

Oエ グゼ クテ ィブの ための ワー クステー シ ョン㈲

Oマ イクロ コン ピュー タに よ るデ シ ジョン ・サ ポー ト ・シ

ステ ムの予 想され るイ ンパ ク ト⑥

O情 報 シス テムの戦略 的利 用{1}

O動 機 づけ のため の情報:戦 略計 画の成功 の ために{1),(3)

Oデ シジgン ・サ ポー ト・シス テム研究 集会②
Oデ シ ジ ョン ・サ ポー ト及 びエ クスパ・L－ト ・システ ムの た

め の第4世 代書簡{2}

O情 報セ ン ター:そ の 内容 及び機 能(2)

Oデ ー タ処 理及 びデー タベ ー スの未来(3)

Oリ レー シ ョナ ル ・デ ー タベ ース(3)

080年 代 のテ レ コ ミュニケー シ ョンーn-(3}
OCAD及 び作図 システムの選 択 と導 入(4)

Oエ レ ク トロニ ック ・メー ルの動向㈲

Oワ ー ド・プロセ ッシン グを越えて㈲

Oオ フ ィス に於 け るコ ミュニケー シ ョン:ロ ー民力ル ・エ リ

ア ・ネ ・7トワー ク とPBX(5)

O大 企 業 に於 るパ ー ソナ ル ・コンビ⇒一 夕{6}

Oマ ネジメン ト・インフtメ ーションCl}
O総 合財務計画サポー トシステム(2)
O販 売予測システムの要烈2)
O情 報センターのマネジメント{2)
O企 業データベースのパーソナル ・ワークステーシ・ンへ
の展開(3X㈲
ODP組 織構造の動向{3)

Oデ ー タ処理 システ ムの導 入一1-〔3}

O製 造 業に於 る生産性 向上 の手法 一1-(1}

Oオ フィス ・オー トメー シ ョン ・マ ネー ジャーの企業 家精

神㈲

Oオ フィス ・オー トメー シ ョンの政治学(5}

Oパ ーソナ ル ・コン ピュー タ入 門(6)

O情 報シス テム ・アー キテ クチ ャー及 び リプレー スメ ン ト

・システ ム(1)

Oニ ュー ・テ クノロ ジー の組織 への インパ ク ト(1)

Oマ ネジ ャーのた めの モデ リング②

O情 報ゼ ンターの ソ7ト ウ ェア(2)

Oデ ー タベ ース ・アー キテ クチ ャー の動向(3)

O企 業資産 として のネ ッ トワー ク(3),⑤

O未 来の情 報機能:1988年 は思 っ たよ り近 い(3)

Oデ ー タ処理 システム の導入 －II-(3)

O製 造業 に於 る生産 性向 上の手 法 －ll-(4)

Oオ フ ィス ・オー トメーシ ョンの生産 性 問題(5)

O統 合 ソフ トウ ェア⑥

Oヒ ューマ ン ・リリー ス(1),(3)

Oマ ーケ テ ィング ・デ シ ジ ョン ・サ ポー ト ・システム の構

築 ②

O「 イン フ ォメー ション ・セ ン ター 」対 「パブ リック ・ユ ー

テ ィ リテ ィ」(2}

Oエ レク トロニ ック ・パ プ リッシン グー1-(3)

O財 務 ソフ トウェア ・パ ッケー ジ利用 の現実－r-(4)

O法 律事務 所 のため のオー トメー シ ョン計画 一1-(5}

Oオ フ ィス情報 シス テム/技 術 の統合(5}

◎企業組 織に於 るパ ニ ソナ ル ・コンピ ュー タの運用管 理
一1-(6)

Oエ レク トロニ ック ・パ プ リッシ ングーll-{3)

O財 務 ソフ トウ ェア ・パ ッケー ジ利用 の現実 －n-(4)

O法 律 事務所 のため の オー トメー ション計面 －ll－ ㈲

O企 業 組織 に於 るパーtソナル ・コ ンピュー タの運用管 理
一 ロー{6}

(注)

、ω 噛 饗管理のための戦略Jセ ・PYヨン
'

パ2}ぐデシジョン・サポー ト」セッション

③ ㌔ 報システム」セッション
'".帖・r製造システム」セッション

国 情 フイス ・t-V－ シ9ン 』セッシ9ン
:・"胆Fパーソナル ・コン㊤ユ一夕aセvシgン
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イ 、 イ ド・レ ト

水平分散処理に先鞭つける

人材/営 業管理システム

マンパワージ ャパ ン(株)

発想をまった く変えよう

35年の歴史と60万人のスタッフを持つ世界最大

の事務処理サービスの専門会社であるマンパ ワー

の日本側企業であるマンパ ワー ・ジャパン株式会

社の ミ人材 ・営業管理システムミは,い わゆる水

平分散処理 とい うコンピュータ利用に先鞭をつけ

たシステムとして知 られている。

一機 種だけのオフコンまたは小型 コンピ
ュ_タ

を,数 台ないし数10台 つないで情報ネ ットワーク

を構築する,こ のシステム設計方式は,OA用 オ

ンライ ンネットワークとして極めて有効に機能す

るとして定着 しはじめている。

ミ水平分散処理の設計方法は
,本 社も支社も同

じプログラムで動かすことができるのが最大のメ

リットです。従来の分散処理は,本 社用 と支社用

と別々のプログラムを作成 しなければならなかっ

たため,プ ログラム作成に時間がかかるばか りで

なく,オ ンライン効果を十分に確保することがで

きません。また,同 一プログラムですか ら社内教

育 もシステム保守 もぐん と容易 にな りま したミ と

このシステムを 開 発 した飯島永和氏は 語 ってい

る。

それ まで,同 社では,事 務の後処理 を中心 とし

た システ ムを使 っていた。2年 前 ,ア メ リカ本社

の フ ィナテ ィ社長か ら,全 支店 オ ンラインネ ット

ワー ク化 による コンピュ{タ 化 の指 令 が で た
。

ミ現在 のシステムで さえ十分に活用 していない の

にミ と社内か ら不満がでた。 しか し社内の事情に

関係な くフ ィナテ ィ社長は,OA宣 言 と同時に,

飯 島氏 を ミル ウォーキ ーの本社 に呼 び,そ こで開

発中の分散処理 の研修 を受け させ た。

ミ数 回の研修で分か
った ことは,ミ ル ウォーキ

ーで使 っているホス トと分散処理 コン ピ
ュータが

別 々のマ シンの場合,コ ンピュータ室の人員 が必

要 以上 に多 くな り,そ の うえ,そ れぞれ のマ シン

の担当者 の コミェニケーシ ョンは難 しくなゐ こと

が分か りま したミ

い くつかの理由か ら,マ ンパ ワー ・ジ ャパ ンの

新 らしい システムを構成す る コンピュータは,少

ない人数 で,社 内の コンピュータア レルギーを解

消 し,か つ フ ィナ ティ社長 の要 求で ある漢字 デー
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タベ_ス つ きの高速 オ ンライン処理 システ ムでな

ければな らない。 ミそんな コンピュータが 日本に

あるのだ ろ うか.と 飯島氏は,帰 りの飛行機の中

で頭を悩 ませ ていた。 そ して 漏 った ら,現 在,

日本で販売 されてい る小型 コンピュータの全機種

を調 べてみ よ うと考え ていた。

当時 まだ 日本では,分 散 処理 を真剣 に考 えてい

る企業 が少なか った。 ところが,飯 島氏の考 えて

い るシステ ムに ピッタ リの コンピュータを作 って

い るメーカーがあ ったのであ る。東芝が発表 した

ばか りのDP/8が それ だった。暗闇 の中に一条

の光を見た と飯島氏は述懐す る。1981年2月,機

種は,TOSBACDP/8に,正 式 に決定 した。

新 システムが ビジネスを変 えた

新 しいシステムを,水 平分散処理で設計 しよう

とい う考えは,機 種選定の過程で徐々に姿を現 し

てきた。従来のようなホス トコンピュータを中心

にした形では,導 入目的を十分に満た したシステ

ムが設計できない。一方,機 種選定が進むにつれ

て,水 平分散処理システムのメリットも明らかに

なってきた。

すでに見たようにソフト用と分散処理用の2系

統のソフ トウエアを開発する必要がない。教育も

1系 統でよい。さらに開発室への問いあわせに対

しても,各 々が,同 じ・ンピュータを見ながら話

しができるので,気 楽に応答できる。1機 種だけ

田

徽



の分散処理を,集 中処理と比較 しても通常の分散

処理の強みであるオンライン部分の使用率の大幅

低減,応 答速度の大幅向上,教 育力の大幅強化な

どいいことず くめである。飯島氏に,確 信に満ち

た見通 しが うまれていた。

tほぼ3ヵ 月にわた
って検討 した結果,そ んな

に良いものなら,前 例がなくても思いきってやっ

てみ ようと決心 したのですミ。この決断が水平分

散処理とい う新 しい設計方法をこの世に誕生させ

ることになったのである。新 しいものが生まれて

くるとき私たちは,そ こにその扉を開いた人間の

姿をはっきりと見ることができる。飯島氏もその

一人といえよう
。

機種決定から,約1年 半はシステムの開発 と導

入,教 育に全力が注がれた。そして,1982年9月

画期的なこのシステムは,本 格的な稼働のときを

むかえた。実際にシステムを稼働 してみた経験を

ふまえて,飯 島氏は水平分散処理の有効性につい

て次のように語 っている。

ミ現在
,稼 働後,1年 以上が経過 しました。

その間,絶 えまない改善を重ねながら着実に社内

に定着 しています。今ではDP/8を 抜きにして

は,マ ンパワージャパンのビジネスは考えられな

くなっています。本格的な導入効果が生まれるの

はこれからで しょうが,す でに多 くの変革が社内

で起こっています。まず,1982年9月 の導入時に

21名 いたデーターセンターと開発室の人員が現在

では,実 に4名 となっています。引きあげていっ

た者のうちの多 くは,デ ーターセンターの開発部

門に残 り,新 規の ビジネス作 りに専念 してい ま

す。 しか し,・こうした変化はあるていど予測され

たことで したが,歴 然と起こった職種上の変化は

全 く予測できないことで したミ。
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マネー ジャーの役割 り変わる

最も大きな変化は,中 間管理職であるマネージ

ャーの上におこったとい う。同社には全国に11の

支社がある。支社のマネージャーの役割は,サ ー

ビスレップをは じめとする支店社員の意思統一と

彼らの管理監監による販売促進であった。DP/

8の 導入後,管 理監督の仕事が大幅に減りはじめ

た。

社員全員の気持が,DP/8を うまく稼働させ

ようとい う方向にまとまり,DP/8向 けに正確

なデーターを作成 しようとい う努力を生みだし,

結果的にコンピュータ稼働のQC運 動に目が向 く

ことになり,管 理の必要性が,大 幅に減少するこ

とになったのである。

本社のマネージャーにも同 じような変化が見ら

れた。例えば本社並びに支店社員の統括と言 う仕

事が減ってきた。かわってDP/8の 使い勝手向

上用ツールの作成者としての仕事が多くなってき

た。つまり社内に目をくばっているよりも,業 務

運営に役立つマニュアルや教育資料の作成などの

創造的な仕事が多 くなってきたのである。'

支店内部では,経 理部門の実務の多 くが自動化

され,デ ーターの正確な管理がこの部門の新 しい

仕事になった。この結果,各 支店の経理部門 も多

く支店の運営状態までかなり正確に把握出来 るよ

うになった。つまりマネージv・一の仕事の1部 を

カバーするようになったとい うわけだ。

コンピュータ ・システムの導入が,人 的資源の

余裕ある有効活用にあるとすれば,そ の目的は十

分に果たされている。
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ス ー パ ー一 ・ミ ニ コ ン ピ ュ 声一 夕

_ユ_ザ とともにコンピュータの歴史を拓 く 一

日本デ ィジタル ・イクイップメント

研 究 開 発 セ ン タ ー ㈱

ソフトウエア開発部 課長 内 山 登

当社はDECの 研究開発部門の日本における拠

点として,昨 年の9月 に設立されたばか りの新 し

い会社です。しかし関連会社の日本DEC㈱ は既

に15年 以上 もDECの 製品の販売,サ ービス活動

を行ってお りますので,そ の製品については御存

知の方 もい らっしゃると思います。DECは ミニ

コンピュータの生みの親でもありますので,ま ず

DECの 歴史,す なわち ミニコンピュータの歴史

について簡単に御紹介したいと思います。

－DECの 歴史 －

DECは1957年 にボス トンの郊外のメイナー ド

とい う町にメモ リのテスタを開発する会社 として

設立されましたが,DECの 名前を一躍世界に広

めteの は,1965年 の ことです。 この年DECは

PDP-8と い う12ピ ッ トのマシ ンを1万 ドル ・

コンピュータ として世に送 り出 しま し た。 当 時

は,・ ンピュー タ ・メーカーは全 て"グ ロ・シ ュ

の法 則"に も とつい て,大 型へ大型へ と向 ってい

ま した。 この世の中の動 向 と正反対 の低価格をね

らった ユニークな ・ソピュータはttミ ニ='/ピ ュ

ー タ"と 命 名され てセンセーシ ョンを巻 き起 こし

ま した。そ して他 の コンピュータ ・メーカーが対

象 としていなか った新 しい ユーザ層を開拓す るこ

とにな りま した。つ まり研究所,工 場,大 学 とい

うよ うな,そ れぞれの分野のアプ リケーシ ョンの

専 門家 ではあるけれ ども,コ ンピュー タに関 して

は素人であ るとい ったユーザ層です。そ してそれ

らのa－ ザ と一緒にな ってその要 求を1つ1つ 満

た してい く うちに,DECの コ ソピューータは次第

に強固な支持を受け るようにな り,メ ーカーの発

想ではな く,ユ ーザの発想に基づ いた多 くのユニ

ー..一.クな ソフ トウェアがDECの コ ンピュータを使

って開発 され ることにな りま した。 さらに,ハ ッ

チ処理を行 うことを 目的 と して開発 され たメイン

フ レームには見 られな い,ttイ ン タラクテaプ"

な オペ レーテ ィング ・システムやtt分 散処理"と

い った,ミ ニ コンピュータ独 自の利用形態 を確立



す ることに もな りました。 この間 ミニ コンピュー

タは,市 場 か らの強い要 求 と,半 導体 テ クノ ロジ

ーの急速な発展 とに よって ,12ビ ッ トのPDP-

8か ら,16ビ ッ トのPDP-11と す すみ,1977年

に は,ス ーパー・ミニコンピュータ と命 名され た,

VAXシ リーズの 最 初 のモデルVAX-11/780

が 開 発 され ま した。VAXに は,メ イ ンフレー ムを

も しの ぐ多 くの高度 な機 能が備 っています。 この

他に も中型 クラスのTSS用 コ ンピュータ として

また人工 知能研究用 マシ ンとして 有 名 なDEC

System20シ リp・一ズ も開発 してい ます。最近ではパ

ー ソナル・コンピュータや ワー ド・プ ロセ ッサ
,ビ

ッ トマ ップ ・ワー クステーシ ョン とい ったOA市

場 向け の製品に も大 きな 力を入れば じめ ま した。

－DECの 今後の開発計画 一

製品系列が豊富になるにつれて,ユ ーザの要求

も急速に多様化 し,高 度化し,大 規模化 してきて

います。 これに伴 って,コ ンピュータ自身にも高

度な機能 と高い性能が要求されて来ています。加

えて,半 導体のテクノロジーもますます発展し,

通信技術も高速化/多 様化 し,周 辺機器の技術 も

高度化 してきて,コ ンピェータを取 りまく技術は

ソフトウェア/ハ ードウェアとも激 しく変革 しよ

うとしています。

DECは,新 しいコンピュータの世代を開 くた

めに,現 在まで培ってきた多 くのユーザや高度な

ソフ トウェアの蓄積を背景に して,以 下のような

分野を重点に開発を進めていきます。

・高度な分散処理システムを容易に構築するこ

とができ,シ ステムの資源を有効に利用でき

しか も高い信頼性を実現できる,VAXク ラ

スタの開発

・LANやPBXな どを含む様々なコンピェー

タ間通信機能の拡充

・半導体やデ ィスク ・ス トレージなどの新 しい
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記憶素 子テ クノ ロジーの開発

・ビッ トマ ップ ・デ ィスプ レイや高性能のパ ー

ソナル ・コンピュータの開発

・AI,Ada ,RDBと い った新 しい ソフ トウ

ェアの開発

一 国際化への対応 一

コンピュータが多くの国々で,多 くの人々,特に

コンピュータの専門的知識を持たない一般の人達

にも手軽に使われていくようにするためには,コ

ンピュータがその国々の言語をは じめとする文化

に対応できなくてはなりません。それらの問題は,

結局,お のおのの国自身の手で解決 していくこと

が要求 されます。その上国際的に通用する製品に

なるためには高い信頼性が保証されなければなら

ないと考えています。

それ らの問題の解決には多くの人的資源と多様

な技術が必要にな ります。それには広 く国際的な

見地か ら人材を募 り,各 国で開発されている多く

の技術を柔軟に吸収 していかなければな りません

ので,国 際的な分業体制を確立 していくことが自

然な方法といえます。この国際分業の一環 として,

当社では日本の高度なコンピェ一夕分野での技術

をDECの 製品に効果的に反映 してい くこと,お

よび日本個有の文化をコンピュータに反映 してい

くことを基本方針として,現 在,垂 直磁気記憶テ

クノロジーの開発,半 導体技術の開発,パ ーソナ

ル ・コンピュータの開発,プ リンタの開発さらに

日本語処理技術の開発 といった課題に対 して取組

んでいます。 さらに 日本 とアメリカの間での技術

的な交流を積極的に推進 し,相 互の理解を深めて

いくことも当社の大きな役割になっています。

日本のユーザとともに日本の優れた技術および

日本 個 有の文 化を,DECコ ンビL－ タに反映

し,よ り使い易 く,よ り信頼性の高い製品に して

い くことが我々の願いです。

会員サロン
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編集後記

◇ ニ ューメデ ィアの市場は ビジネ

ス(企 業活動),知 識労働,家 庭

生 活の3つ の分野 に絞 られ て くる

と八一ベイ ・ポペ ル氏は語 ってい

ます。 この うち,い まひ とつ イメ

ージがは っきりしないのが家庭生

活におけ る利用の姿。 これ には市

場に参入を もくろむ各企業 が同 じ

よ うに頭を悩 ませてい ます。つ ま

り個人を最終的な ターゲ ットとし

てい る点では一致 してい るものの

その個人 の意識を ど う,と らえ る

かが難 しいわけです。逆に個人の

側 には ニューメデ ィアに何を求め

ど う受け止 めるかが問われ ま しょ

う。 このよ うに堂 々めぐ りのよ う

な問題 を含んでいるのもニューメ

デ ィア(論)の 特徴 です。

◇オ フコンあるいは ミニ コンだけ

でネ ットワー クを組 み,デ ータベ

ースを形 成する とい う発想 は分散

処理の一つの形 として,い まで こ

そ定着 してい ますが,こ れに先鞭

をつけたのが「マ ン ・パ ワー」とい

うのは,い かに も社名をその まま

システム化 してい る感 じです。マ

ネジ ャーの役割 の変化な ど効果の

程 に も興味深 い ものが あ ります。

「 発 刊 の ご 案 内
一 図
、本 ・' 闘狂 言i【*'

1ニ ュー メ デ ィア の 実現 へ

(財)日本情報処理開発協会 編

わが 国の コンピュー タ産 業の現状 、政 府 の施策 、

技術動向、利用技術 を網羅 ・集成 した新年度版。

特 集 に ニ ュー メ デ ィア 、 ソ フ トウ ェア 流 通 、 コ

ン ピ ュー タ技 術 の将 来 予測 を取 りあげ タ イム リ

ー な解説 を加 えます。 各種資料 、統計 を収録 し

てお届けす る最新版。一
第1部 総 論
● わが国 に おけ るコ ンピ ュー タ実動

状 況

● わが川 の コン ピ ュー タ政 策

● わが川 政 府機関 および地 ノ∫公 共団

休に おけ る コン ピュー タ利 川状 況

● コ ンビ:L－ タ利用状 況調 査

第2部 特 集
● ニ ュー メデ ィアの 実現 へ

● ソフ トウ ェア 流通

● コンピ ュー タ技 術の将 オξ子 汕1

第3部 政 策
●わ が川 の コン ピ ュー タ産 業政 策お

よび情 報処理 産 業政 策

●わ が国 の情 報通 伯政 策

●行政 に おけ る コン ピ ュー タ利 用 と

政 策

第4部 情 報産 業 お よび情 報通信 事

業 の現状 動 向

●わ が国 の コン ピ ュー タ帝 業

●わ が国 の情 報処 理産 業

B5判330ペ ー ジ

● わが 国の情 報通 信 事業

第5部 コン ピュー タ利用 の現状

(通 産 省調査 よ り)

● わが 国の コ ンピ ュー タ実 動状 況

● コン ピュー タ利用状 況調 査

●オ ンラ イン化 調査

第6部 コ ンピ ュー タをめ ぐ る周 辺

の 動 向

●ロー カル エ リア ・ネットワー クの動

向

● 双方向CATVの 動向

●通 信衛 星の 動向

● コンピュー タ・グラ フ ィックの動 向

第7部 資料 編

● 金融 機関 にお け る技 術革新 の進 展
の現 況 と今後 のあ り方

●世 界コ ミュニ ケー シ ョン年の 概要

第8部 コン ピュー タ利用 状況 お よ
び オン ライ ン化調 査集計 表

● コン ピュー タ利用状 況 調査

● オン ライ ン化調査
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一ア メ リカの現状 と今後の展望 一
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57-SOO2

コンピュータ ・システムのセキュ リテ ィに関す る

調査研究報告書

57-SOO3

コンピュー タ ・システムのセキュ リテ ィに関す る

調査研究海外調査報告書

資料1983年 版 コン ピュー タ利用状況調査集計結果

資料OAの 社会的影響 に関す る調査研究

一調査研究へのアプローチ ー

*世 界 コ ン ピュ ー タ年 鑑'83

*コ ン ピ ュー タ 白書'83

頒 布 価 格

一 般 会 員

3,000円

4,300円

3,500円

2,000円

2∫900円

12,000円

6,300円

2,600円

2,400円

2,500円

2,400円

3,400円

2,800円

2,000円

1,600円

2,300円

9,500円

5,000円

2,000円

1,900円

2,000円

6,800円

4,500円

お申込み 〒105東 京都港区芝公園3-5-8機 械振興会館内

(財)日 本情報処理 開発協 会/普 及課fto3(434)8770
な お*印 の も の は㈱ コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社tro3(581}5201で お 取 扱 い し て お り ま す

。
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